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要旨 

本稿の目的は、台湾植民地時期の社会運動の参与において、知識人と非知

識人の出発点や立場の違いを探求することである。まず非知識人の代表こと謝

雪紅の生涯を軸にし、謝が終始強権に対して抵抗を諦めなかった事実を整理す

る。次に同時代の知識人、蔡培火、蘇新との比較で、謝こそが本当に「台湾ア

イデンティティー」を持つ革命者であることを証明する。本稿はまず『我的半

生記』を引用して謝の幼年期から青年期までの底辺社会経験をまとめる。そし

てモスクワでの留学で、謝は共産主義の方法を学び、台湾共産党の活動で共産

主義の方法を日本植民政府に抵抗する武器にした。日本敗戦後、国民党政権の

再植民と二二八事件を経験した謝雪紅と台湾民主自治同盟のメンバーたちは

「中国正統」の観念こそが台湾の民主と自由の 大の敵だと気付き、「台湾独

立」から「台湾自治」に立場を転換した。この転換は逆に謝雪紅の「台湾アイ

デンティティー」を証明したと本稿で説明する。知識人の代表として蔡培火と

蘇新を取り上げ、二人とも晩年に強権に妥協し、「中国正統」の観念を認めた。

蔡と蘇は二人共底辺社会に生きる人達と台湾民衆の苦しみに対して、切実な共

感を欠けていて、本当の弱者の苦しみをわかっていない。謝雪紅が非知識人と

して強権に対して終始抵抗の姿勢を取った革命者の特質が蔡、蘇との比較の中

で、さらに強調された。 
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摘要 

本文旨在探究日治時期非知識份子與知識份子在社會運動的參與上，其出發

點與立場的不同。非知識份子以謝雪紅為代表，先以其生涯為主軸，梳理謝雪紅

自始至終對強權政治的抵抗態度與台灣本位的立場，並在與同時代的知識分子的

比較中，凸顯謝雪紅作為一位真正的具有台灣認同的革命家的獨特性。本文先從

謝雪紅口述的『我的半生記』著手，整理謝雪紅童年至青年時期的底層經驗，而

這些經驗成為日後支持謝雪紅選擇共產主義的基石。在莫斯科的留學經驗與台灣

共產黨的活動中，謝雪紅透過實務的社會運動經驗，習得以共產主義抵抗日本殖

民主義的方法。在體驗了國民黨政權的再殖民與二二八事件之後，謝雪紅從支持

「台灣獨立」轉而主張「台灣自治」，此一轉變意味著謝雪紅與台灣民主自治同

盟成員意識到「中國正統」觀念對台灣的威脅性，同時也證明了謝雪紅台灣認同

的立場。知識份子以蔡培火與蘇新為代表，兩者雖在社會運動上的路線有所不同，

但其共通點便是在其晚年皆與強權政治妥協，接受了「中國正統」的概念，成為

強權政治的代言人。而本文將此差異性歸因於知識份子對於底層社會所承受的痛

苦缺乏切身的體會，且對強權政治妥協的知識份子對掌權者來說在政治上具有可

利用性。在此對照下，更確立了謝雪紅身為一位非知識份子，自始至終堅持抵抗

強權政治，永不妥協的革命者特性。 
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Abstract 

This thesis is about comparing the difference of participating of social movement 

between the intelligentsia and the non-intelligentsia in Japanese Colony Period. This 

thesis starts from the childhood and youth of Hsieh Hsueh-hung, as the representative 

of non-intelligentsia. The experience of lower class became the motive which made 

her choose to be a communist. During Hsieh Hsueh-hung studying in Communist 

University of the Toilers of the East, she learned how to use communism as the 

weapon and put it in use to fight against Japanese colonial government and 

colonialism after she became the leader of Communist Party of Taiwan. After 228 

Incident, Hsieh Hsueh-hung turned her point from “Taiwan independence” to 

“ Taiwan Autonomy”. The change meant that Hsieh Hsueh-hung and the other 

members of Taiwan Democratic Self-Government League understood that “China 

legitimism” has been threating the freedom of Taiwan. The change also prooved that 

Hsieh Hsueh-hung did have “Taiwanese Identity”. 

In comparison with the intelligentsia, Tshua Pue-Hue and Su Hsin for example, 

obviously, Hsieh Hsueh-hung had her own “Taiwanese Identity” as a revolutionary. 

This thesis considers that it’s because that intelligentsia lack the experience of lower 

class and they can’t really understand the pain of lower class. 
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序章 

第一節 研究目的 

2014 年の 318 事件1が爆発した後、そのデモに参加した各団体は、ネットや

テレビで大衆の注目を集めたその時に、これらのメデイアルートを通じて自ら

の主張を宣伝するようになった。これらの主張に刺激され、また多くの団体が

成立した。 

 

この一連の流れの中で、筆者はいくつかの事象を指摘したい。その一つは、

各団体は「台湾独立」に対して、それぞれ違う展望を持っており、その達成す

るための方法にも相異がある。こうした相異点が各団体の間の衝突点となった。

2つ目は、各団体は社会運動の理想の形態について、それぞれ違う期待を持っ

ている。318 事件の当時、行動を共にした各団体は、多団体の連合会議で全行

動の方向を決めることを拒絶した。その結果、ある単一団体が他の団体の意見

を二の次にし、全行動を率いることになった。3つ目は、言葉による意見表明

を武器にすることの出来ない人は、団体やデモ活動から排除され、参加しよう

と思っても出来ず、その発言権が次第に奪われるようになっていた。 

 

この三つの問題はそれぞれ違うように見えるが、その内面は実は繋がって

いると考えられる。それは、社会運動において、知識人と非知識人がお互いに

ついて理解が欠けていて、相手の立場や観点に対する理解不足によて生じた対

                                                       
1  318事件。2014年 3月に起きた台湾民衆により、台湾と中国の「サービス貿易協定」を阻止

するため国会を占拠し、座り込みを行った事件。日本語ではひまわり学生運動と言うが、学生

以外の市民も多数積極的に参加したので、「学生運動」と名付けることは不適切だと思う。今

は「ひまわり運動」の代わりに「318事件」と名称を正そうとする声がある。 
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立だと思う。特に知識人は、論述や論争において、非知識人より遥かに長じて

いて、そのため知識人たちも理論の争いに集中し、非知識人の意見を疎かにす

る傾向があった。318 事件の後期から、これらのことが問題にされ、検討しよ

うとする声もあった。しかし、1年後の今でも、知識人と非知識人の間にはま

だその対応的に調整されていない。 

 

学術では、知識人の論述はよく研究されるが、非知識人の社会に対する関

心はあまり学術研究の対象にされていない。こうした問題を解決するには、ま

ず両者の差異を認め、それから非知識人の社会に対する関心の出発点や立場を

分析し、知識人の主張と比較する。また、非知識人が知識人の立場をどう見て

いるのかを検討することによって、両者の相異点を明らかにすることが必要で

あろう。 

 

以上のような問題を考えるためには、謝雪紅は適切な研究対象であると、

筆者は判断した。 

 

1895 年から 1945 年まで、日本の植民統治下、台湾人は差別され、搾取され、

文化が破壊され、自由も奪われた。これらの弾圧政治に対して、台湾人は終始

抵抗を諦めなかった。 

 

謝雪紅は台湾の底辺層に生まれ、母親の葬儀費用のため兄弟たちに「童養

媳」2として売られた。しかし、その養母の虐待に耐え切れず、生家に逃亡し

                                                       
2  童養媳とは、貧しい家から小学生ぐらいの歳の女児を買い、働かせてお金儲けになり、女児
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たが、その後また資産家の妾として売られた。商人の夫の張樹敏に連れられ、

謝も日本と中国へと同行し、何ヶ月か神戸と青島に住んだことがある。そこで

謝が見たのは、米騒動と五四運動であった。この二つの経験を経て、さらに林

木順と知り合った。こうした経緯を経て、謝は共産主義活動の道を選んだ。 

 

謝が問い続けた社会的差別や諸矛盾は、次のようなものであった。まず、

日本帝国主義の被植民地として受ける不条理な民族的差別、台湾の資本家階級

の労働者に対する搾取の問題、伝統的な男子優越社会における女性差別とその

もとでの婚姻制度の不条理などである。彼女はこうした社会の多様な不条理に、

正面から向き合い、それに異議申し立てを行い、抵抗して戦う生涯を送った。

つまり何重もの差別と支配を受けた側からの、懸命の抵抗活動であった。 

 

謝の思想と運動を解明することは、台湾社会および台湾の底辺社会層の人

たちが直面する複雑な矛盾と葛藤の諸相を浮かび上がらせるはずである。つま

り、謝の思想と行動を見ることを通して、近代の台湾社会が抱えざるを得なか

った諸問題を、女性の、しかも非知識人の立場からたどり直すことになると考

える。 

 

一方、謝と同時代の社会運動に参加していた知識人と言えば、1910 年代か

ら 1920 年代まで東京に留学していた台湾青年たちが代表的であろう。彼らの

大部分は体制内の改革を擁護し、六三法撤廃運動から台湾議会設置請願運動ま

で、新民会や台湾文化協会の成立、また雑誌『台湾青年』、『台湾』、新聞『台

                                                                                                                                                           
が大人になったらまた自分の息子と結婚させ、子どもを産ませると言う、植民地時代まで行わ

れた台湾の養女制度、実際には一種の奴隷制度である。。 
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湾民報』、『台湾新民報』の成立など、社会運動に力を注ぎ込んだ。 

 

彼らは林獻堂や蔡惠如など台湾の資産家と共に、台湾自治のために植民地

台湾と内地日本で活動した。その中でとりわけ蔡培火、林呈祿、羅萬俥らは、

代表的な知識人活動家であると言えよう。 

 

また 1927 年、台湾文化協会は右翼と左翼の対立によって分裂し、林獻堂、

蔡培火、蔣渭水らは退会して、台湾民衆党を結成した。その後、林と蔡はまた

蔣の左翼傾向を理由にし、台湾民衆党から脱退し、台湾地方自治連盟を作った。 

 

ここで見られるのは、林と蔡の一貫した右翼的傾向であるが、戦後台湾の

社会運動は 228 事件を始め一連の挫折ののち、林は日本へ渡った。一方蔡は、

中国国民党に参加し、権力中枢の一人となった。蔡の行動は、植民地時代から

彼の社会運動の仲間たちの反感を買い、白色テロを無視することと国民党によ

る弾圧政治の賛美者となったことで非難されていた。 

 

蘇新の出身は蔡とは類似性がある。蘇新は公学校を卒業後師範学校に入っ

たが、日本人教師と学生の差別に対して不満を抱き、ストライキに参加したた

め退学処分を受けた。その後、日本留学中にマルクス思想に触れ、共産主義の

革命路線を選んだ。蘇新も台湾共産党の党員だが、謝雪紅と楊克煌らの「国際

書店系統」ではなく、蔡孝乾、王萬得など上海大学、中国共産党党員の背景を

持つ「改革同盟系統」に属していた。蘇新は生涯、雑誌や新聞の文筆、宣伝活

動をしていた。しかし、蘇新と謝は仲が悪かった、その原因は政治理念の違い
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なのか、その外にまた何があるのか、本稿で分析を試みる。 

 

以上のような事実をもとに、一体何故、もともと社会的不条理に対する抵

抗運動から出発しながら、謝と蔡、蘇は全く違う生き方の選択をしたのか、筆

者は考えずにいられない。本稿では謝と蔡、蘇を比較することで、謝の活動の

意味を考えたい。 

 

第二節 先行研究 

謝はその政治の主張と共産党党員の立場のため、台湾と中国において謝に

関する公式記録にも個人の記録にも、捏造、矛盾、根拠のない中傷が多い。陳

芳明は『謝雪紅評傳』の一書で、謝に関する公式記録と個人の記録を極めて細

かく整理し、捏造と誤りの記録を排除、さらに台湾左翼史の背景のもとに、謝

の生涯についての著作を発表した。たとえば、『台灣總督府警察沿革誌』に収

録された謝が台湾農民組合のために書いた三つの「綱領」、また謝自身が口述

し、楊克煌が筆録した『我的半生記』、そして楊自身の回想録の『我的回憶』

とその他の文書など、いずれも本稿には大変重要な資料である。その上、謝が

書いた文章も引用し、完全とは言えないが、ある程度は謝の思想状況をも確認

できる。 

 

陳の研究は、謝の周りにいた左翼派の人たちとの比較と謝とこれらの人た

ちとの政治上の比較を主にしていて、これによって謝の政治生命を描き出し、

台湾左翼史において謝の重要性と代表性を証明している。 
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陳によれば、謝は現代台湾の政治家の中では、「圧迫」された少数者の本当

の意味を知っている人である。また、男性優越主義、帝国主義、資本主義、中

華優越主義の圧迫を受けているから、謝は植民地の抵抗運動は改革ではなく、

革命でなければならないと考えていたと陳は主張している。 

 

また、謝の「台湾独立」、「台湾自治」、「台人治台」の主張の転換も問題に

された。228 事件の後、謝が香港へ陣地を転じ、台湾時期に主張していた「台

湾独立」も「台湾自治」に転換した。また、1949 年以降中国共産党の指導を

受けた後、謝は台湾民主自治同盟主席の立場で、第一次中国人民政治協商会議

の中で新政協会の共同綱領を受け、「台湾自治」から「台人治台」へと転じた。

これ以後、謝は中国共産党の政策の擁護者となり、この動きによって謝も台湾

自治を主張する立場を失い、若年の謝の革命精神はここに至って完全に失われ

たと、陳は述べている。 

 

しかし、陳の研究について、林瓊華は、「流亡、自治與民主：試論陳芳明著

作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」の一文で幾つかの論点について、その問題点

を指摘した。その一つは、陳は自分自身の台湾民族主義という立場を反映して、

意図的に謝と中国共産党との歴史関係を否定したこと3、もう一つは、謝の台

湾独立主張者のイメージである4。そのため、林は「女革命者謝雪紅的『真理

之旅』（1901-1970）」の一文によって、『我的半生記』を元にし、謝の人生と立

場に関して陳とは異なる意見を提出した。 

                                                       
3 林瓊華「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」、『台灣風物』、

60:2、台北県：臺灣風物雜誌社、2010 年 6 月、P158。 
4 林瓊華「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」、『台灣風物』、

60:2、台北県：臺灣風物雜誌社、2010 年 6 月、P164。 
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一方、植民地台湾の右翼社会運動について、陳翠蓮は「大正民主與台灣留

學生」の一文で、植民地時期 1920 年代の台湾右翼知識人は大正デモクラシー

の影響を受け、当時日本の言論界の主張を借りて植民政治に抵抗する武器にし、

活動していたと主張した。大正デモクラシー期の主流の言論は、憲法主義、ア

ジア主義、温和自由主義、キリスト教人道主義などがあって、それぞれの立場

から植民地問題に関心を寄せ、同化主義や弾圧植民政治を批判した。故に、植

民地青年たちが植民地母国の協力を求める時は、自然に右翼派は左翼派より友

好的だと思い、右翼の勢力を頼ることになる。研究の結果を示した通り、台湾

留学生が請願運動で提出した主張も、大体憲法主義、人道主義、文明植民説の

枠組みの中で文章を書いた5。蔡培火はまさにこういう植民地青年の一人であ

る。 

 

蔡は植村正久によってキリスト教徒として洗礼を受けただけではなく、蔡

の働きによって植村は人道主義の立場から植民地台湾に対して同情を寄せて

いた。また、植村の紹介によって、蔡は田川大吉郎、江原素六と知り合いとな

り、また田川の助けによって尾崎行雄、島田三郎らの応援を得た。彼らは『台

灣青年』に寄稿したり、若しくは帝国議会の中で台湾議会設置請願運動に協力

していた6。 

 

以上を見れば、蔡培火の重要性を充分に説明していると思う。しかし、蔡

                                                       
5  陳翠蓮、「大正民主與台灣留日學生」、『師大台灣史學報』、第 6 期、台北市：國立臺灣師範大

學臺史所、2013 年 12 月、P84-86。 
6  葉榮鐘、『日據下台灣政治社會運動史（上）』、台中市：晨星、2000 年、P218。 
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の評価に関して、様々な不一致が見られる。蔡の称賛者は大抵植民地時期の蔡

の抗日活動を書き、台湾自治と言論自由の要求の主張に立脚し、その貢献を肯

定する。しかし、これらの研究は戦後の蔡の行動と文章を取り上げていない。

戦後の蔡には、植民地時期の弾圧政治への抵抗意識が見られなかっただけでは

なく、国民党政権による白色テロにも目を向けることなく、蔡は独裁政治の賛

美者となった。戒厳時期に蔡に対する圧倒的な賛美、好評に対して批判的な論

者たちは、次のように主張した。 

 

林冠瑜は「論述的彼端──蔡培火話語中的性格與心理」で蔡の日記によっ

て蔡の個性と心理を分析した。蔡は自分の行動を高い道徳観に合わせて解釈す

る傾向があって、自分は如何に台湾の為に努力しているかと強調し、自分の弱

さを合理化していると、林は主張した7。 

 

洪可均は「日本與中國──蔡培火的『母國』與『祖國』」の中で、植民地時

期の蔡が提唱していたのは、植民政府による台湾人への差別待遇を改善するこ

とで、「母国」日本の植民政治の正当性への反抗ではないと指摘した。しかし、

戦後の「母国」は「敵国」となり、戦前に何度も否定した「祖国」は攻撃して

はいけない対象となって、 後に、「党」の存在はまた「祖国」に凌駕する存

在となった。故に、蔡の本当の意図にしても、台湾議会のための働きにしても、

蔡を評価することは、単一の角度で行うべきではないと、洪は書いた8。 

 

                                                       
7  林冠瑜、「論述的彼端──蔡培火話語中的性格與心理」、『臺灣史料研究』、vol.32、台北市：

吳三連台灣史料基金會、2008 年 12 月、P157-158。 
8  洪可均、「日本與中國──蔡培火的『母國』與『祖國』」、『政大史粹』、vol.23、台北市：國立

政治大學歷史學系、2012 年 12 月、P100。 
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蘇新について、陳芳明は『植民地台湾 左翼政治運動史論』で蘇新生涯の

政治活動をまとめた。「第五章 蘇新的生平與思想初論」で、蘇が所属してい

た「改革同盟」と謝の対立を細かく説明し、両者の対立において、蘇の立場と

行動は台湾共産党に如何なる影響を与えたかを解説している。謝と「改革同盟」

との対立は、表では「赤色総工会」の成立か否かの問題で、謝は「総工会」は

各職種の「工会」（組合）を確立してから作る方が妥当だと主張したが、改革

同盟派はコミンテルン東方局によって出来るだけ早く「総工会」を作らなけれ

ばならないというのである。しかし、その裏には改革同盟派と謝の権力闘争の

問題がある、陳はそのように述べている9。 

 

第三節 問題意識 

本稿は、謝が始終共産主義に固執してきた理由から検討したい。謝は自分

の人生を通して何を見てきたのか、それを確認するとともに、これらの経験の

謝の人生に対する意味を分析し、謝の行動と思想の根本を確かめる。 

 

これらの部分を整理することによって、謝の中にある男性優越主義、帝国

主義、資本主義、中華優越主義の関係も明らかになり、謝の抵抗姿勢も浮かび

上がってくる。これらの内容で、陳芳明の研究で挙げた謝の主張の転換に対し、

謝の政治理想の内実や中心思想を確認する。 

 

次に、当時の主流であった、右翼知識人運動者の社会運動の視点を考察す

る。まず、右翼知識人と大正デモクラシーとの関係、とそこから受けた影響を

                                                       
9  陳芳明『殖民地台灣 左翼政治運動史論』、台北市：麥田出版、2006 年、P211。 
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まとめる。これを前提として、右翼知識人運動者、台湾議会設置請願運動の代

表人物と言える蔡培火を取り上げ、蔡の姿勢、思想、アイデンティティーに注

目する。また、台湾共産党内部の「改革同盟」に所属していた蘇新を取り上げ、

台湾共産党内の男性知識人と謝雪紅との衝突を明らかにする。以上によって、

謝の独自性が浮かび上がってくるはずである。また、謝の視点から蔡、蘇の主

張を分析し、謝が二人とは異なる路線を選び、結局彼女が生涯、共産主義を堅

守していった理由も明らかになると思われる。 

 

謝と二人の比較によって、謝と蔡、蘇とのアイデンティティーも一つの違

いも明らかになってくるはずである。これによって謝の抵抗姿勢と政治理想が

繋がって理解されていく。謝の抵抗と理想について、現代に生きる私たちは何

を学ぶことができるのか考えたい。また、植民地時代から戦後まで、左翼運動

者と右翼運動者の衝突の一つの側面を見ることによって、政治的衝突が絶える

ことがない現代の台湾の政治状況を考える視点も探りたい。 
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第一章 謝雪紅の共産主義への目覚め 

 

第一節 謝雪紅の底辺社会経験 

本稿はまず、謝雪紅の『我的半生記』を軸として、謝雪紅が革命者、共産

主義者として生きていた礎――謝の前半生の経験から述べる。 

 

『我的半生記』一書の成立については、以下の通りである。 

 

謝雪紅が『我的半生記』に書き留められた内容を口述するのは、楊克煌の

註によれば、おそらく 1970 年の始めだと推測できる。「可憐的謝啊!想不到寫

到這裡的八個月後，你就離開人間了！再也不能聽你講你的故事了！10（筆者訳：

可哀想な謝よ！まかさこの部分を書いた 8ヶ月後、君は亡くなるとは！もう君

の話を聞くことはできないんだ！）」と楊克煌は書いている。謝が亡くなった

期日は1970年 11月 5日で、つまりその8ヶ月前は1970年 3月くらいである。 

 

1928 年の 8-9 月の頃、謝と楊は已に知り合いになり、楊は書き読みの苦手

な謝に代わって文書の仕事をしていた。その後、二人は恋人同志となり、また

社会運動の同志の間柄になった。しかし、1931 年 6 月 26 日、謝と楊は日本植

民政府に逮捕されたが、楊は 1935 年に先に釈放されて出獄した。当時の楊は、

謝は多分釈放されないと思い、その上、暮らしを立てる方法もなく、仕方なく

持参金のある女性と結婚し、三人の娘をもうけた11。『我的半生記』の出版者及

                                                       
10  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P83。 
11  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009、P182-183。 



 

18 
 

び編集者楊翠華は、その三人の娘の一人である。 

 

しかし、謝は 1939 年 4 月 7 日に釈放され、二人はまた昔通りの関係に戻っ

た。そして 1947 年 5 月、二人は一緒に中国に逃亡し、1970 年 11 月謝が亡く

なるまで、謝と楊は事実上の夫婦として生きていた。1992 年、謝雪紅が口述

し、楊克煌が筆録した謝の前半生を記録したこの資料は、楊翠華が中国から持

ち帰り、2004 年に『我的半生記』という一冊の本として出版された12。 

 

以上が『我的半生記』の成立の経緯である。 

 

1901 年 10 月 17 日、台湾が日本の植民地になってから六年目、謝は台湾中

部の彰化の貧しい家で生まれた。 

 

父親はかつぎ人夫で、母親は日本人家庭の洗濯、養豚など色々の仕事を持

っていたが、それでも食べ物にも困る日々を送っていた。富裕層や日本人家庭

の残飯を拾い、洗った後食べることもしばしばあり、謝自身も 7、8歳の時か

ら日本人の子どもの世話をする仕事を始めた。 

 

謝の両親は二人とも過労で病気にかかって早死にした。葬式をあげる金も

なく、父親謝匏が病気で倒れた時に、次女謝絁は地主の後妻として売られ、母

親陳銀が亡くなった時に三女謝阿女（後に謝雪紅に改名）も地主の養女として

売られた。貧困の故に、八人兄弟のうちに四人が売られた。人身売買、特に無

                                                       
12  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P7。 
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産階級の子どもと女性の売買は、当時では珍しいことではなかった。 

 

1913 年旧暦 10 月、謝が売られた年、彼女はまだ 12 歳にすぎなかった。 

 

当時台湾の「養女」にはおおむね 3つの種類がある。一つは、本当の自分

の娘のように養育し、学校も行かせ、大人になったら嫁に送り出す。もう一つ

は「查某嫺（嫻）仔」、これは労働力や金儲けを前提として他人の娘を買った

ので、大人になったら嫁ぎ先から金をもらって嫁に出す場合もあるが、娼家な

どに売り出すことも珍しくない。3つ目は主に自分の息子の妻、もしくは妾と

して他人の娘を買う。もちろん労働力として働かせる。こういう場合は「童養

媳」と呼ぶ。 

 

謝の養父の洪仔喜は元々農民だったが、地主出身の妻と結婚した後、妻の

要求で乾物屋を経営していた。謝はこの洪家の長男の「童養媳」として買われ

た。養母に過重な労働を課せられただけではなく、理由もなく罵られ、殴られ

た。当時のことについて、謝はこう述べている。 

 

洪家處境漸漸地惡化，也漸漸地把贍養他家和他小老婆家的生活重擔大部

分第壓在我的雙肩上了。當時，我還不曾聽過任何革命思想，何況我的腦

海裡還充滿著許多封建觀念，例如女人的三從四德呵、我是被賣的呵、命

運呵等等。自己還未能覺悟，只是聽任命運的擺佈的，又自認被賣給洪家

當童養媳，唯有忍受那舊社會殘酷的壓迫和剝削了。13（訳：洪家の経済

                                                       
13  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P79。 
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状況も段々悪化し、養父家とその妾の生活費の重圧の大部分が私の負担

となった。当時、私は何の革命思想も知らず、頭の中に封建的な思考し

かなく、例えば、婦人の三従四徳や、私は売られた身、運命など、まだ

目覚めていない、ただ運命に流されただけ。また、自分も洪家の童養媳

として買われたので、旧社会の残酷な圧迫と搾取を我慢するしかないと

思っていた。） 

 

当時では、同じ仕事をしても女性の給料は男性よりより少なく、さらに、

謝の給料と労働の成果はすべて養父母に取りあげられた。自分が受けた封建制

と資本主義の二重の圧迫について、謝はこう理解していた。 

 

這個時候， 多只是如列寧所說的：不意識到自己的奴隸地位，而過著默

默無言、渾渾噩噩的奴隸生活的奴隸，是十足的奴隸狀態而已。14（訳：

この時は、レーニンが言った通り、「自分の奴隷地位に意識もせずに、

ただ無言で、混沌とした奴隷生活を送っている奴隷は、充分な意味での

奴隷状態である。」） 

 

この引用文は、謝雪紅の生涯を示しているように、とても重要な一段落で

ある。原文はレーニンの「紀念葛伊甸伯爵」（初出：1907 年 6 月）である。 

 

意識到自己的奴隸地位而與之作鬥爭的奴隸，是革命者。沒有意識到自己

的奴隸地位而過著默默無言、渾渾噩噩、忍氣吞聲的奴隸生活的奴隸，是

                                                       
14 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P101。 
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十足的奴隸。對奴隸生活的種種好處津津樂道並對和善的好主人讚賞不已

以至垂涎欲滴的奴隸是奴才，是無恥之徒15。（筆者訳：自分の奴隷地位に

意識して闘争を行う奴隷は、革命者である。自分の奴隷的地位に意識を

せずに、ただ無言で、混沌で、泣き寝入りをする奴隷生活を送っている

奴隷は、充分な意味での奴隷である。奴隷生活の種々利益を賛美し、優

しくていい主人をも賛美し、よだれを垂らして欲しがっている奴隷は奴

僕、恥を知らない輩である。） 

 

この時期の謝は間違いなく奴隷であった。しかし、謝は生涯をかけて強権

と差別に対抗し、やがて自分は間違いなく「革命者」であることを証明した。

この点について、また第二章で言及する。 

 

養母に過重な労働を課せられた。養母の家庭と養父の妾の家庭、合計 6-8

人の生活費の殆どが 12 歳の謝の責任となり、その上、養母の虐待がひどくな

る一方あったので、謝は耐え切れず、自殺を決心した。この謝の飛び込み自殺

を止め、絶望から謝を救い出したのは近所の女性たちであった。 

 

1918 年 12 月のある日、謝は養家から逃げ出し、生家に帰った。しかし、謝

を身請けするお金は勿論ない。その時に、資産家の張樹敏からの縁談がきた。

言うまでもなく、この縁談の本質もただの人身売買である。その当時の自分の

境遇について、謝はこう理解していた。 

 

                                                       
15  列寧著、中共中央馬克思、恩格斯、列寧、斯大林著作編譯局編譯「紀念葛伊甸伯爵」、『列

寧全集 第十六卷』、北京：人民出版社、1988 年 10 月、P37。 
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在當時萬惡的舊社會，人身買賣是合法的；窮苦人家被迫賣兒鬻女的事是

家常便飯，不足為奇的。日帝的法律公然承認人身買賣是合法的，例如，

窮人把女兒賣給富人當奴僕（查某嫻仔），日帝美其名為養女；但這種養

女常常是不被當人看待的，而且隨時可以在被轉賣。當時的婚姻也大都是

買賣式或變相的買賣式；所謂聘禮（聘金）就是這種買賣式婚姻的賣身錢。

（略）…童養媳則是露骨的買賣式婚姻，且兼有女奴僕及養女的性質。

（略）…而我自己只像一隻兔子、一頭豬一般，當人家買賣議價的對象。

16（筆者訳：当時の罪悪な旧社会において、人身売買は合法である。貧

しい人が自分の子どもを売ることは珍しくなかった。日帝の法律は人身

売買は合法であると認めている。例えば、貧しい人が娘を金持ちに下女

として売ったことを、日帝はこれを養女とみなした。しかし、こういう

養女は人間扱いされていない、しかもいつでもまたどこかへ売られるこ

ともある。当時の婚姻も大体売買である。いわゆる聘金もこういう売買

婚姻の身売りの代金である。…童養媳は露骨な売買婚姻で、しかも同時

に下女と養女の性質を持っている。…私はただうさぎや豚のように、売

買され、値付けされた商品だった。） 

 

今度は、謝は資産家の妾として売られた。 

 

張樹敏という人物は、一体謝雪紅にとって、どのような存在であるのだろ

うか、また、二人の関係は謝にどのような影響を与えたのか、これらの問題を

考察するために、まず、謝は張樹敏のことをどう思っていたのかから述べて行

                                                       
16 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P121-123。 
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かなければならない。 

 

謝、張、と後に登場する謝の社会運動の同志、林木順の三角関係の中で、

謝は張に非常に嫌悪感を感じるが、『我的半生記』の記述を見れば、張は確か

に謝に恋愛感情を持っていたと推測される。張の女性関係はかなり複雑である

が、謝だけには執着心を持ち、神戸、青島、上海も謝一人だけを連れて行った。

さらに、1931 年から 1939 年までの謝が投獄された時期も面会に来て、謝が釈

放された時も自分のところへ帰ってくれないかと彼女に懇願をした。もちろん、

謝は二度とも強く張を拒絶し、張は諦めるしかないということになった。 

 

前述の通り、謝は自分のことを「買われた妾」だと理解し、張という存在

もただ封建制度の象徴で、自分と張の関係も封建制度を前提とした男性が女性

に、資産家が貧困者に対する支配でしかない。謝は自分の出身と学校教育を受

けていないことに生涯コンプレックスを持っていてた。頑固で気の強い謝が、

このような関係に納得するはずがない。特に、封建制度や貧困者の立場を理解

していない資産家などは、共産主義の影響を受けた謝にとっては対抗すべき相

手であり、謝が張に反抗的な姿勢を取るのはやむを得なかったことであったろ

う。 

 

このような婚姻関係及び社会制度は、資産家出身で、封建制度の既得権益

者としての張には当たり前のことである。つまり、張は謝の苦しみやコンプレ

ックスを理解できない立場にあったと言えよう。 
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また、上海の五・三〇事件の前後、謝とと共に社会運動に参加している人

たちやモスクワ留学を終えて上海での台湾共産党の創設期の同僚、もしくは台

湾共産党員の中に、やはり男性の知識人が多く、謝を「逃げ出した妾」や「小

学生程度の書き読みすらできない女」と差別する人もいた17。さらに、謝は一

人の女性として、台湾共産党の活動を指揮していた。そのため、謝のに対して

内心で不満を唱える党員もいた。彼女は生涯このことに悩まされていた18。 

 

1919 年の 1月、張樹敏は謝を連れて、日本の神戸とへ出発した。そこで謝

が見たのは、米騒動であった。この事について、謝はこう述懐している。 

 

我在神戶的兩三個月間，第一次接觸到日本革命運動，因當時正是日本「米

騷動」發生後不久，神戶又是米騷動 激烈的地方之一。米騷動是第一次

世界大戰後，因米價高漲，糧食被資本家壟斷、囤積居奇，窮人買不到米

吃，於是，廣大勞動人民自動組織起來，去打開壟斷糧商的糧倉，把糧食

搬出來分給大家。當時，林姓商人一家人都把他們親眼目睹的情況講給我

聽，他還說窮人起來搶大糧商的糧食是合理的。這種窮人和富人鬥爭的事

實，第一次在我思想上留下了深刻的印象19。（筆者訳：私が神戸にいた二

三ヶ月間のあいだ、私は初めて日本の革命運動に接触した。それは丁度

日本の「米騒動」が始まったたばかりで、さらに神戸は一番激しいとこ

ろの一つであった。米騒動というのは、第一次世界大戦後、米価高騰の

中に、食糧は資本家に壟断され、貧困者は米を買うことが出来なかった。

                                                       
17 陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009、P42。 
18 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P247。 
19  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P128。 
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労働者たちは自ら組織し、米商の米倉を開け、みんなに分けた。あの時、

林という商人の一家は自分の目で見たことを私に教え、また、貧困者が

米商の食糧を奪うことは正当であると言った。このような貧困者が資産

家に抗う事は私の思想において、強く印象に残った。） 

 

次いで同年 1919 年 4 月、謝は張に連れられ、商売のために青島へ転じた。 

 

5 月、五四運動は中国各地を席巻し、青島も例外ではなかった。当時の青島

は日本軍に占領されている状態なので、日本帝国主義への反発は極度に高まっ

ていた。天津大学の学生たちはよく非公開の演説を行い、謝も友人の紹介で演

説会を参加した。演説会ではよくロシアの「10 月革命」の話をし、写真や絵

などをも紹介した。 

 

その時の気持ちについて、謝はこう述べた。 

 

其中有一張照片，他們說這是工人、農民和士兵去攻打臨時政府機關（冬

宮）的情景：遍地覆蓋著皚皚的白雪，遠景的冬宮已被砲彈打中了許多處，

一批批革命鬥士正在向它衝上去；近景則躺著許多已犧牲的革命戰士，鮮

血灑滿片地，真是個前仆後繼、勇往直前的悲壯場面。革命的慘烈情景活

現在我眼前，令人熱血沸騰、心情激動久久不能平靜下來，我覺得自己好

像在夢中醒過來一般，對革命開始抱著無限嚮往的情感。（略）革命就必

定要流血，要革命就會有人犧牲20。（筆者訳：その中に一枚の写真があっ

                                                       
20 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P130-131。 
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た。彼らの話によると、これは職工、農民、兵士が臨時政府機関（冬宮

殿）を攻める場面である。地面は白い雪に覆われている。遠景の冬宮殿

はすでに大砲に撃たれ、革命の闘士たちは次々と冬宮殿へ向かって突進

している。近景には、多くの犠牲になった革命戦士たちである。熱い血

が地面で広がっていく、なんという勇敢で悲壮な場面であろう。惨烈な

革命の場面を目の前にして、私の胸が熱くなっていき、動揺のあまりに

平静でいられなくなった。私は夢から覚めように、革命に対して限りな

い憧れを抱き始めた。（略）革命には血を流さなければならない、革命

をすればきっと誰かが犠牲になる。） 

 

生涯この気持を忘れないために、謝は自分に「雪紅」と名づけた。青島で

過ごした 1919 年の夏、謝は階級闘争思想の存在を知った。それは今までの人

生の転換点になったとも言えようと、彼女は述べている。 

 

しかし、この段階の謝は、共産主義について、理論的な理解はまだ乏しい。

当時の日本軍の弾圧も激しかったので、革命運動も非公開的な活動が多く、謝

は直接に参加したわけではなかった。 

 

1923 年の 4、5月の間、謝はまた張に上海へと連れられていった。台湾基隆

から日本下関への汽船で、謝は留学を目指している林木順と出会い、謝、張、

林と林の二人の友人と共に上海に到着した。 

 

上海に辿り着いたら、不平等条約、治外法権、租界地など、帝国主義の跋
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扈を知り、謝と林は憤慨し、勉強の目的は少しずつ革命をするための学習に傾

き、謝自身も社会活動に積極的に参加するようになった。 

 

1923 年 6 月 17 日、上海の台湾留学生たちは反日集会を開き、謝と林も参加

した。特に謝はその集会の唯一の女性であっため、他の留学生たちにすすめら

れ、自分の意見を述べてみた。 

 

台灣婦女也應該出來做事，參加社會活動。要台灣人得到幸福，台灣婦女

也要參加──好比大石也要小石墊靠一般。21（筆者訳：台湾の婦人たち

も立ち上がって、社会活動に参加するべきである。若し台湾人が幸せを

手に入れたいならば、台湾の婦人も参加するべきである――――大きな

石も小さな石の支えが必要である。） 

 

ここで見られるのは、台湾人の現実を変えるために、社会運動は必要であ

り、また台湾人であるという自己意識が現状改変と社会運動に繋がり、その運

動の中に、自分の居場所があると、謝は認識するようになった。しかし、実際

にはどうすればいいのか、またわかっていない。彼女の実践の試みは五・三〇

事件まで待たなければならなかった。 

 

今回の旅は、1923 年 8 月に終わりを告げ、謝は張と共に台湾へ帰ったが、

まもなく謝は張と別居し、前の職場――ミシンの販売員――に戻った。この時

から、謝は中国へ留学することを強く望み、一生懸命働いてお金を貯め、1925

                                                       
21 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P156。 
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年の 4月に再び中国へ向かい、杭州で、杭州一中に入学した林木順と合流した。

この後すぐ、1925 年 5 月 30 日、いわゆる五・三〇事件22が勃発した。 

 

元々帝国主義への反発としての民衆運動はすでに非常に盛んになっていた

が、五・三〇事件に刺激され、さらに活発になった。革命運動に対して憧れを

抱いていた謝は、こういう社会の雰囲気の中ではもう勉強してはいられないと

判断し、思う存分民衆運動に身を投じた。 

 

台湾出身の女性として、謝の活躍はすぐ大衆に注目された。同年 6月、謝

と林は中国共産党の紹介で「共産主義青年団」に参加し、後に中国共産党党校

の影響が極めて強い上海大学への進学を薦められた。しかし、謝は書き読みが

ほとんどできないので、教科書の内容はなかなか理解できない。とは言え、上

海大学への入学は意味がないではない。そうしたなか、1925 年 10 月、謝と林

は中国共産党員黄中美から、ロシア留学の中国共産党の指示をもらった。その

目的は、台湾で共産党を創設するための幹部育成でにあった23。 

 

第二節 底辺社会経験と共産主義思想の結合 

ロシアのモスクワの東方勤労者共産大学で留学した 2年間は、謝と林は同

じく日本クラス（正式の名前はビュロー）で共産党の幹部育成の訓練を受けて

                                                       
22  五・三〇事件。「五卅運動」、もしくは「五卅事件」ともいう。1925 年 2 月上海の日本工場

で年少労働者が日本人の管理者に殴り殺されたとことが起因で、そのあと、上海、青島の日本

工場の労働者がストライキを起こした。5月、工場側代表と労働者代表との交渉中、工場側代

表が労働者代表を射殺し、ストライキとデモ活動がさらに激しくなり、やがり上海全域の反帝

国主義運動になった。しかし、30 日、大量の中国学生がイギリス巡捕と衝突し、デモ参加者

合計 13 人が射殺され、40 数人が負傷、逮捕された。 
23  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P181-191。 
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いた。そのため、二人共中国共産党の党員より、日本共産党の党員とよく交流

していた。 

 

ロシア留学の意義は、謝が共産主義の理論を学び、自分の武器にしたこと

にあると考えられる。その具体的な例として、『我的半生記』では、謝と日本

クラスのクラスメートとの衝突を記録している。 

 

日本班同學大都是出身「好」的，大部分是現代產業工人或產業工人的子

弟，只有幾個人是資產階級知識份子（Bourgeois Intelligentsia――ブ

ルジョアインテリゲンチャ）。因此在日本班產生了一種傳統思想氣氛，

即：他們認為日本是東方工業 發達的國家，他們認為現代產業工人，是

真正的無產階級、是 先進的；他們無形中產生了驕傲的心理，看不起、

不重視落後民族，歧視殖民地人民，以致於發展到對民族問題、殖民地問

題和農民問題的不正確看法。他們自認為只有先進的現代產業工人才能決

定世界革命的大局。當時，我竟被他們認為是一個殖民地資產階級小姐，

要不然怎能出國留學24。（筆者訳：日本クラスのクラスメートは大体「良

い」出身である。殆どは現代産業の工人もしくは産業工人の子弟で、数

人だけが資産階級の知識人（Bourgeois Intelligentsia――ブルジョア

インテリゲンチャ）。これが原因で日本クラスには一種の伝統的な思想

の雰囲気がある。即ち、日本は東方において工業の も発達している国

なので、現代産業の工人こそが本当の無産階級で、 も先進的である。

彼らは無意識に傲慢になり、後進民族を見下ろし、植民地の人民を差別

                                                       
24  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P210。 
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する。そのため民族問題、植民地問題と農民問題に対して正しくない考

え方を持っていて、先進的な現代産業の工人こそが世界革命の大局を決

められる。あの時、私は植民地資産階級のお嬢様出身だと間違われてい

た、でなければ留学ができないはずであるのだから。） 

 

我感覺到日本班有這樣情況後，即同日本班支部的負責人秋田討論這個問

題。我用列寧的教導──即資本主義國家的先進的無產階級要幫助殖民地

人民即落後民族起來革命，不應該歧視、疏遠或拋棄他們。──來批評日

本班對待殖民地等人民的態度。但是，連做為一個支部負責人的秋田都同

樣有那種錯誤觀念和心態，以致於不能完全接受列寧的有關教導25。（筆者

訳：このような状況を気づいた後、私は日本クラスの責任者の秋田とこ

の問題について議論した。私はレーニンの教え――資本主義国家の先進

的な無産階級は植民地の人民と後進民族を助け、革命をする。差別、疎

遠、見捨てるわけにはいかない。――で日本クラスの植民地などの人民

に対する態度を批判した。ただし、支部の責任者の秋田さえもあのよう

な間違った考え方と態度を持っていて、レーニンの教えを全く受け入れ

られなかった。） 

 

その後、この差別問題と日本クラスの他の問題が指導員に知らされ、検討

会で取り上げられた。謝は検討会で、日本クラスに於ける差別問題を提出し、

指導員の了解を得た。指導員も謝の意見に賛同し、日本クラスのクラスメート

たちも自分の間違いを認めた。 

                                                       
25  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P219。 
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1927 年 11 月、謝と林はロシアの留学を終えて上海に戻り、1928 年 4 月 15

日、台湾共産党こと、「日本共産党台湾民族支部」が成立した。書記長は林木

順である。 

 

しかし、4月 25 日の上海読書会事件26で、林は逃亡し、謝と他の 4人は逮捕

された。1928 年 6 月、証拠不足のため、謝は台湾で釈放された。書記長の林

の不在と他多数の党員が逃亡したという窮地の中でも、謝は諦めず、一人で党

の再建を目指した。この情勢の中に、謝はまず工会、産業別組織などとの連合

同盟の糾合に力を入れた。 

 

そのために、謝は「社会科学研究部」を作った。この読書会と謝の活躍で、

農民組合の重要幹部は多数台湾共産党員になった。そのうちには簡吉、趙港、

簡娥、楊克培らも含まれている27。幹部が共産党に参加したため、農民組合も

急速に左翼寄りの組織になった。また、後に連温卿は謝の主導によって新台湾

文化協会から除名され、新文協も実質的に台湾共産党の配下となった。その結

果として、農民組合も新文協も、謝の手によって台湾共産党が指揮する「統一

戦線」の一部となり、台湾共産党も当時の左翼運動の一大勢力となった。 

 

謝は「台湾農民組合青年部組織提綱」「台湾農民組合婦女部組織提綱」「台

湾農民組合救済部組織提綱」の 3つの文書を起草し、1928 年 8 月 29 日の農民

                                                       
26  上海台湾読書会は台湾共産党の関係組織で、そのメンバーは殆ど台共の党員である。この

読書会は 1928年 3月から 4まで合計 3回も日本警察によって検挙された。謝は逮捕され、林

木順は逃亡した。 
27 陳芳明『殖民地台灣 左翼政治運動史論』、台北市：麥田出版、2006 年、P73-74。 
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組合中央委員会に提出した。審議の結果は採択されることに決定し、この方針

に基づき青年部、婦女部、、救済部の確立と拡大を行うべきことを決議した。 

 

「台湾農民組合青年部組織提綱」の内容について、謝はこう述べていた。 

 

無産青年運動発展の直接原因は彼らが資本主義制度下に於ける工場、農

場、鉱山其の他各種生産機関及び事務所等に於て労働し、極度の搾取を

受け、彼ら自身の地位及び使命を認識し、斯くて自己の階級的利益擁護

の途を知り、起つて団体を組織して搾取に抗争し依つて自己の階級隊伍

を防衛せんとしたるに起因す。28 

 

ロシア留学前の謝は確かに書き読みが殆どできないと言えるが、謝の署名

が付いている文章、もしくは書き読みの仕事の多くは、謝の口述と林木順の代

筆によって完成したものである。ロシア留学を終えた後、謝の文章力も確かに

向上したが、やはり自力で文章一つを仕上げることも難しく、大体謝がまず草

稿や大要を書き、また謝の口述と林の代筆で文章を完成したということが、『我

的半生記』では何度も言及されている29。台湾農民組合のこの三つの提綱もこ

のような方法で完成したと推測できる。この時点で謝はすでに楊克煌と知り合

いになり、『我的半生記』も楊の筆録で完成した。この事実から見れば、この

三つの提綱も楊の助けによって出来たと考えられる。 

 

                                                       
28 台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942 年、

P1072。 
29 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P177、223、

247-249。 
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また、「台湾農民組合婦女部組織提綱」について、以下の内容は注目すべき

である。 

 

我等台湾婦女が現在生存する資本主義社会は經濟上、社会上或いは特殊

の総督政治等、数層の圧迫により饑寒、威嚇、輕侮を受け生活不安は已

に日一日深刻を加へて更に封建殘餘勢力の圧迫――宗教道徳、家族制度

等などの束縛を加へ――女子をして深き非人間生活の惨境に陥らしめ

たり。 

 

故に台湾婦女は自らを開放するが為に無産階級運動に参加し、其の指導

下に団結せざるべからず。換言すれば婦女運動は即ち無産階級運動の一

部隊たるべし。 

 

我等は現制度下に在りては啻に男子と同等の待遇に到り得ざるのみず

らず、婦女を一個の人とさへ認めず、有する権利は総べて剥奪し去られ

ん。我等知る、日本帝国主義の治安警察法第五条――婦女は絶対に政治

結社に加入するを許さず――此れ彼等の立憲国たるの真義に違反せり。

我等農工階級の恩人レーニンは我等に告げて曰く「政治闘争は婦女の為

に其の圧迫を脱する第一歩なり」と、我等台湾婦女は徹底的解放を要求

し、法律、其の他一切の障害物を排除すべし30。 

 

このようにみてくれば青年部、婦女部、救済部の三つの綱領は、謝のロシ

                                                       
30 台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942 年、

P1073-1075。 
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ア留学の成果と言えよう。 

 

第三節 まとめ 

謝雪紅は自分自身の底辺社会経験、婚姻経験から、台湾人が向き合ってい

た封建制度、男性優越主義、帝国主義、資本主義の諸問題を気づいた。そして、

問題を解決するために、謝は深く考え、そうした中で共産主義に触れたことに

よって、苦境の突破口を見つけたのである。 

 

「米騒動」の事件を通して、「貧困者」と「資産家」の二つの階級の存在が

認識され、謝の自意識も受動的な封建的な奴隷から能動性のある無産階級へと

次第に変わり、自分と自分の所有者、例えば養母や張樹敏、との対立も、階級

によるものだと意識できるようになった。「貧困者の資産家への闘争」はただ

可能性があるだけではなく、もし社会の不平等が資産家の私利私欲によって生

じたものだとすれば、生活に行き詰まった貧困者の闘争は正当であると、謝は

捉えるようになった。 

 

米騒動から五四運動まで、この時期の啓蒙について考察してみると、やは

り一番の意義は、この二つの事件を通じて、謝は帝国主義と行き過ぎた資本主

義の二重の圧迫の下に民衆の反抗の力を知った。今までとは違い、より良い生

活と社会があって、それを手に入れる方法もある。しかも、このような力は、

自分の中にもあるかもれない、自分も努力すれば出来るかもしれない、そのよ

うに彼女はと悟ったのである。 
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換言すれば、今まで自分の身に降り掛かった不幸は「運命」などの不可抗

力がもたらしたものではなく、社会制度の問題だと気付き、自分の人生の主導

権を取り戻すことも可能であると、謝は薄々と気づいたのである。 

 

そしてロシアで謝は共産主義という方法を学び、日本クラスのクラスメー

トとの衝突で、差別問題を解決するためにその方法を実行した。 

 

台湾共産党が成立して、台湾へ帰った後も、謝も同じような行動を取った。

台湾農民組合の三つの提綱が示した通り、謝自身も勿論その「無産青年」と「婦

女」の一人である。謝は共産主義の思想で自分の境遇を理解して分析をし、自

身の経験から、武器としての共産主義によって解決の方法を提出し、搾取、圧

迫された無産階級の困難を解決しようとした。この解決法を自分だけではなく、

自分と同じ「階級」の人たちにも適用する。女性、特に無産階級の女性は立ち

上がるべきで、無産階級運動の一部隊として戦う必要があると、謝は考えたの

である。 

 

女性の問題に関心を寄せていた女性共産主義者と女性社会主義者の中で、

女性の問題をただ性別の問題として扱う人は少ない。女性が圧迫された本当の

理由は「男女の対立」や「男性の女性に対する支配」などではなく、むしろ封

建制度に植民政治と資本制度が加わった末に、さらに女性を追い詰めたと、彼

女は理解した。「性別の問題をただ性別の方法で扱わない」という点において、

謝以外では、日本の、同時代の山川菊栄31もそう考えていた。 

                                                       
31  山川菊栄。旧姓青山、母側の曽祖父は儒学者・史学者の青山延寿。夫は山川均。働く女性
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謝がこの点に気づいたのも、彼女の底辺社会経験によるものだと考えられ

る。謝は養母から異常な虐待を受けたことについて、謝はこれは養母の資産家

としての本質だと理解する32以外に、養母自身も封建制度の被害者だと捉えて

いる。養母は養父が妾を持ってから冷遇され、元々性格の強い人だから極度の

怒りを抱えても、養父の行動はどうにもできない。それ故、この点においても、

資産家としての養母もまた、封建制度の被害者である。そのように、謝は確か

に理解したのである33。 

 

謝は自分自身の経験を通じて、封建制度における女性の複雑な立場を認識

したので、女性の問題はただ性別の問題ではなく、台湾人全体の問題であり、

また封建制度と帝国主義こそ台湾人を苦しめてきた原因であると主張した。 

 

換言すれば、謝の中には常に多重の圧迫を受けている台湾人の影があり、

これらの苦痛と謝の独自の抵抗の精神は謝が革命者として生き続けた原動力

であると考えられる。 

  

                                                                                                                                                           
と子育てについて繰り広げられた所謂「母性保護論争」（1918‐1919年）において、山川は、

資本主義がもたらした生活苦の問題は、ただ女性の問題だけではないと述べた。故に資本主義

そのものに注目すべきだと主張した。 
32 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P73。 
33 謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P73。 
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第二章 「台湾独立」から「台湾自治」への転換 

 

第一節 二二八事件の後と「台湾高度自治」の提出 

この後、台湾共産党は官憲の弾圧で、活動が制限され、その上台湾共産党

内部の権力闘争で、1931 年 5 月親中派の潘欽信、蘇新、王萬德らは謝と楊克

煌は党から除名された。これで中国共産党の台湾共産党への指揮権が確定し、 

謝の台湾共産党への影響力は低下した。しかし、1931 年 6 月 26 日、官憲の大

規模な取り締まりで党員の大多数は逮捕された、謝もその中の一人である。謝

の釈放は 1939 年 4 月まで待たなければならない。 

 

1941 年太平洋戦争が爆発し、植民地政府の台湾の社会運動に対する弾圧は

激しくなり、その四年後 1945 年 8 月 15 日に太平洋戦争は終わった。それによ

って、台湾の社会運動はまた別の新しい局面を迎えた。 

 

戦後から 1947 年 2 月二二八事件まで、台湾の政治、生活、民衆と国民党政

権との衝突について、『狗去豬來 二二八前夕美國情報檔案』の一書でその一

側面を記録されている。 

 

本書の出版については、海外台湾人 Nancy Hsu Fleming がアメリカ議会図書

館で偶然で William Morgan が 1945 年から 1947 年までアメリカ合衆国国務省

への報告書を見つけたことが契機であった。その後、Nancy Hsu Fleming が

William Morgan の息子から同意を得て、この報告書を台湾で翻訳して出版する

ことになった。1945 年から 1947 年の当時、William Morgan はアメリカの戦略
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諜報機関（Office of Strategic Services）で働いていて、彼の任務は日本の戦争命

令の情報、失踪したパイロットの行方の捜査、日本戦犯の逮捕などであり、そ

の報告書としての電報はほぼ毎日送っていた。一人のアメリカ軍人から見れば、

当時の台湾はどう映っていたのか、本書に詳しく記されている34。 

 

1945 年 10 月 5 日国民党政権による「台湾省行政長官公署前進指揮所」が成

立し、1945 年 10 月 15 日に国民党軍が基隆に上陸した。大多数の台湾人はや

っと被植民者の立場から解放されると、期待と喜びの気持ちで国民党政権を迎

えた。ところが、一ヶ月も経たないうちに、台湾人は国民党軍の暴行を知るこ

とになった。 

 

William Morgan の 1945 年 10 月 26 日の電報では、中国軍隊による強盗事件

が多数報告されたと記している。中国軍隊は武器の摘発を口実にし、民家に侵

入して金銭、腕時計、アクセサリーなどを強盗した。特に台湾の北地域の被害

はかなり深刻であった。さらに、病院、日本軍倉庫、商店などまで被害を被り、

金銭、ブランケット、医薬品、腕時計、日本警察の日本刀、ジュアリー、衣服、

貨物など、中国軍隊による大規模な強盗犯罪が発生した。しかも、中国軍隊は

これらを暴行の事実をアメリカ軍に着せようとした。そして11月5日までに、

合計 1000 件以上の攻撃事件と強盗事件が報告された35。 

 

1945 年 11 月 23 日の電報では、当時台湾の政治、民生の総合情報が記録さ

                                                       
34  Nancy Hsu Fleming 著、蔡丁貴訳『狗去豬來 二二八前夕美國情報檔案』、台北：前衛出版社、

2009 年 2 月、P5-13。 
35  Nancy Hsu Fleming 著、蔡丁貴訳『狗去豬來 二二八前夕美國情報檔案』、台北：前衛出版社、

2009 年 2 月、P91-92、。 
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れている。台湾の各団体と各階層の男性の発言によると、台湾の一般民衆の中

国行政公署への不信感は募る一方であった。中国人の不用意は台湾の大衆から

見ても明らかなことである。新しい行政公署は台湾の漢人を組織から排除し、

植民時代の「戦時特別税」を取り消す意向もない、さらに、自分の親戚を有力

ポストにつけ、日本人を政策顧問と技術者として雇用することなど中国人の動

きについて、台湾人は不平を感じていた。食糧問題、インフレ、強盗犯罪の拡

大など、中国人は解決する意欲が無いだけでなく、軍隊でこれらの組織のある

強盗集団を守っている。 

 

しかも、新政権の協力者は悪名高い人ばかりで、彼らが市政府や省政府の

上層部で働いている。また、官僚と一部分の台湾人との間では、多額の金銭が

動いている様子があり、日本人が残していった事業の利益を狙って企んでいる。 

 

台湾人は中国人に被植民者として扱われていて、しかも、台湾人が自分を

管理することは不適切だと、中国人は思っている。36 

 

以上の問題は解決する痕跡もなく、さらに各種の汚職、賄賂、失業率、イ

ンフレ、食糧問題などの問題がひどくなる一方であることなどが、報告書の随

所に記されている。台湾民衆の中国軍、国民党政権への不満は募る一方であっ

た。このような状況において、二二八事件37が爆発した。謝と楊克培も民兵に

                                                       
36  Nancy Hsu Fleming 著、蔡丁貴訳『狗去豬來 二二八前夕美國情報檔案』、台北：前衛出版

社、2009 年 2 月、P108-111、。 
37  1947年 2月 27日、台北市で闇煙草を販売していた台湾人女性に対して、取締の役人がその

頭部を殴り、女性は血を流して倒れた。目撃者たちは役人の暴行に不満に思って集まった。今

度役人は民衆に発砲、無関係な台湾人を射殺し、逃亡した。28日民衆のデモ隊は行政長官公

署を包囲したが、公署の屋上に隠されていた機関銃に掃射されて、死者多数。台湾民衆は憤慨
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参加したが、やはり国民党軍に敵わず失敗し、二人とも指名手配犯とされた。

1947 年 4 月、謝と楊たちは国民党軍の軍艦船員に賄賂をおくり、密航によっ

て上海へ渡り38、その後、6月に香港に辿り着いた39。 

 

香港時期の謝の思想状態を確認する前に、先の台湾共産党の「台湾独立」

の主張に触れる必要がある。林木順が起草した台湾共産党政治大綱では、台湾

民族は台湾独自の歴史を経て、特別の經濟発展の過程の中に生まれたものであ

ると明記された40。外来政権への反発として、革命を起こす。その目的は台湾

民衆の解放と台湾民族の独立にあった41。 

 

台湾共産党の成立目的について、林が起草した「政治大綱」には次のよう

に明記されている。 

 

政治的自由を獲得する為の一切の運動は我黨に於て大衆運動に大衆を

動員することに依らなければならぬ。 

台湾共産黨當面の口號は次の通りである。 

一、總督専制政治の打倒――日本帝国主義の打倒 

二、臺灣民衆獨立萬歳 

三、臺灣共和國の建設 

                                                                                                                                                           
し、民兵隊も作ったが、国民党軍の鎮圧や一般市民まで無差別虐殺する暴行に敵わず、台湾は

国民党政権による白色テロと戒厳の時代に入った。 
38  古瑞雲『臺中的風雷』、台北市：人間、1990 年、P162。 
39  古瑞雲『臺中的風雷』、台北市：人間、1990 年、P178。 
40  台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942、

P601-602。 
41  台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942、

P605-611。 
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四、工農壓制の悪法撤廢 

五、七時間勞働――勞働せざる者は食を得ず 

六、罷工、集會、結社、言論、出版の自由 

七、土地を貧農に歸與す 

八、封建殘餘勢力の打倒 

九、失業保護法の制定 

一〇、日鮮無産階級暴壓悪法に反対 

一一、ソヴェート聯合の擁護 

一二、中国革命の擁護 

一三、新帝国主義戦争に反対42 

 

台湾共産党は 20 世紀の台湾で 初に「台湾革命」の概念を提起した政治組

織であり、台湾史上初めて「台湾独立」を提出した政治団体でもあると陳芳明

は『日據時代台灣共產黨史』の一書で明記し、台湾共産党が「台湾独立」を提

起した意義を示した43。台湾共産党の創設党員の一人で、台湾時期の謝も党員

として「台湾独立」の擁護者だと考えられる。 

 

二二八事件の直後の謝の立場について、「台灣事變女英雄謝雪紅告同胞書」

の一文が詳しく書いてある。『台中的風雷』の記述によれば、「告同胞書」も楊

克煌の手を借りて完成したものである。謝個人の立場以外に、香港に逃げて中

国共産党の援助と指導を受けていた台湾共産党党員たちの声明の意味もある。

                                                       
42  台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942 年、

P611。 
43  盧修一、『日據時代台灣共產黨史』、台北市：前衛、1989 年、陳序 P10。 
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また二二八事件の直後なので、わざと執筆時間を 7月、場所を上海にした44。

「告同胞書」は 1947 年 8 月 25 日の『南僑日報』において刊行された。それは

二二八事件の後、中国共産党の助けを求めていた謝の政治主張の転換を表して

いた。 

 

この文章の中で、謝は台湾の二二八事件における民衆の行動を「世界と全

中国の反独裁・民主自治をかち取る路線に完全一致していた」という理由で両

者を連結し、さらに国民党政権の横暴を指摘した45。 

 

まず第一に、今回の蜂起は独裁者によって蹂躙され鎮圧されたために、

表面的には失敗に終わってしまいました。しかし、今回獲得した成果は

決して少なくありません。実質的には中国本土の人民の民主をかち取り

飢餓に反対する闘争に呼応して、蔣介石の二個師団の軍隊を台湾に派遣

させることによって、国内人民に対する進攻に動員できなくさせました。

そればかりではなく、ファシスト独裁者と国民党・三民主義青年団の無

能ぶりを暴露しました。（略）これらのことは、台湾人民が貴重な多く

の血を流した代償として得られた成果であります。 

 

台湾各階層の人民は、新しい台湾を建設するために、一せいに自覚を高

めて団結し、たえず奮闘しなければなりません。われわれの目標は も

徹底的な民主自治を要求することにあります。そのためには、独裁に反

                                                       
44  古瑞雲『臺中的風雷』、台北市：人間、1990 年、P181。 
45  謝雪紅「台灣事變女英雄謝雪紅告同胞書」、『南僑日報』、シンガポール、1947 年 8 月 25 日、

第一版。 
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対し、内戦に反対し、封建的な保甲制度（解放前に国民党は戸を単位と

して戸長をおき、十戸を甲として甲長をおき、十甲を保として保長をお

き、相互監視と連座法を行った。また、台湾総督府は 1899 年の「保甲

条例」を制定して中国の伝統的な「保甲制度」を採用し、「壮丁団」を

組織し、これを警察の補助機関とした）に反対し、連帯保障・連座制に

反対し、人民の基本的自由を保障し、労働者の待遇を改善し、失業者を

救済するとともに、土地改革を実施して耕す者が自分の田を持つように

しなければなりません。また、二二八事変およびそれ以後逮捕された志

士や一切の政治犯を即刻釈放し、日本の台湾に対する野心を打破し、ア

メリカ帝国主義の侵略を打倒し、国連による台湾信託統治に反対し、い

かなる国も台湾に特殊な権益をもつことに反対しなければなりません。 

 

上海に来てから私は多くの民主人士を訪ねたり、祖国の人民が立ち上が

るのを目撃したりして、至るところで民主をかち取り、独裁に反対し、

内戦に反対し、飢餓に反対するために命がけの闘争が進められているこ

とに気づきました。その結果、私はますます人民の勝利がすでに目前に

迫っていることを確信しました。46 

 

文章の内容が示した通り、謝は「独立」ではなく、「民主自治」を提唱し、

「祖国」という言葉を使って中国共産党の掌握下の中国を指した。自分が向き

合っていたのは国民党政権とその背後にあるアメリカ帝国主義で、この二者と

                                                       
46  謝雪紅「台灣事變女英雄謝雪紅告同胞書」、『南僑日報』、シンガポール、1947 年 8 月 25 日、

第一版。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、

P289-290。 
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対抗するために、中国共産党の反国民党勢力は必要であると謝は判断していた。 

 

巨大な国民党勢力とアメリカ帝国主義に向かって、支援も資金も殆どない

謝はこのような状況においても妥協しなかった。謝が考えていたのは、如何な

る方法も中共の勢力を借りて、台湾を再植民から解放することである。 

 

第二節 『新臺灣叢刊』と「台湾民主自治同盟」の成立 

ほぼ同じ時期に、謝雪紅は楊克煌、蘇新らと刊行物を創刊するため、「新台

湾出版社」を設立した。その刊行物は『新台湾叢刊』である。『新台湾叢刊』

の第一冊の出版期日は 1947 年 9 月 25 日、その後の 11 月に「台湾民主自治同

盟」（略称「台盟」）の設立準備会が設立した。さらに、台盟の中心と言える謝、

楊、蘇の三人も『新台湾叢刊』を直接に刊行物の運営、編集を担当していて、

謝自身も寄稿したことがあるので。そのため、『新台湾叢刊』は相当な程度で

謝と台盟の立場を表していると推測できる。 

 

中国共産党の勢力を借りて、国民党政権とその背後にあるアメリカ帝国主

義に対抗することの外に、その次の一歩はこの『新台湾叢刊』に掲載されてい

る。謝雪紅が『新台湾叢刊』で使用したペンネームは、「斐英」や「一斐」で

あった。これは彼女自身が 1920 年代に使用していた「謝飛英」という名前に

由来していた47。 

 

（筆者註：新しい中国の連合政府は）不是那個黨派要來代替這個黨派，

                                                       
47  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P295。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝

雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P318。 
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或是誰要來代誰的問題，而是必須建立一個包括共產黨，民主同盟等各民

主黨派及愛國民主人士的，代表全人民利益的，真正民主的聯合政府。而

台灣必須在這個聯合政府之下，實現完全以台人治台的民主自治，這是台

灣人民的 正確的目標，而且是唯一的生路48。（（新しい中国の連合政府

は）ある党派が他の党派に代わって、またある個人が他の個人にとって

代わって政治を行なうという問題ではなく、共産党と民主同盟などの各

地の民主党派および愛国民主人士を含めて、全人民の利益を代表する真

の民主的な連合政府を樹立しなければならない、ということである。し

たがって、台湾はこの連合政府の下で完全に台湾人が台湾を統治すると

いう民主的な自治を実現しなければならない。これは台湾人民の も正

しい目標であるばかりか、唯一の生きる道である。） 

 

繰り返しになるが、謝の文章は殆ど他人が代筆することで出来たので、こ

の時期の謝の人間関係から考えてみれば、この「明天的台灣」もおそらく楊克

煌の手を経て完成したと推測できる。 

 

以上の文章から見れば、謝が強調したいポイントは、まず、「全人民の利益

を代表する真の民主的な連合政府の樹立」、次に「台湾人が台湾を統治すると

いう民主的な自治の実現」である。もちろんこれは、謝が共産主義を深く信じ

ており、また当時中国共産党は一番「全人民の利益を代表する真の民主的な連

合政府の樹立」に近い勢力である、という認識を前提とする。 

 

                                                       
48  一斐「明天的台灣」、『新臺灣叢刊第三輯 明天的台灣』、香港：新台灣出版社、1947 年 12

月 1 日、P16-17。 
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「台湾民主自治同盟」が成立した後も、謝は依然としてこう主張している。 

 

第二次国共内戦において、中国共産党の勝利を目にした謝は中国共産党に

対して 大の期待をかけたのは当然のことであった。このような状況で、謝雪

紅、楊克煌、蘇新らによって、「台湾民主自治同盟」（略称「台盟」）の設立準

備会が 1947 年 11 月 12 日に成立し、1948 年 7 月 12 日に正式に成立した。主

席は謝雪紅で、楊克煌と蘇新は理事を務める。この組織の役割は、台湾への中

国国内の革命情勢の宣伝、国民党政権による台湾人への圧迫と搾取を世界各国

と中国国内に暴くということなどがある。名前の通り、謝と台盟のメンバーた

ちは「民主」と「自治」の両立を求めていた49。 

 

台盟が提出した「民主」と「自治」の内容について、その「台湾民主自治

同盟綱領」で次のように明記している。 

 

一、省為地方自治 高單位，省與中央政府權限之劃分，採取均權主義，

省得自制定省憲及選舉省長。（省は地方自治の 高単位である。省と中央

政府は均権主義を採用して、権限を分割する。省は自ら省憲法を制定し、

省長を選挙することができる。） 

二、實行台灣省徹底的地方自治，省長、縣長、市長、區長、鎮長、鄉長，

一律由人民直接選舉。（台湾省は徹底的な地方自治を実施しょ、省長、県

長、市長、区長、鎭長、郷長は一律に人民が直接選挙する。） 

三、省設省議會，縣設縣議會，市設市議會，為代表人民行使政權之機構。

                                                       
49  古瑞雲『臺中的風雷』、台北市：人間、1990 年、P210。 
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（省には省議会を設け、県には県議会を設け、市には市議会を設け、人

民を代表して政権を行使する機関とする。）50 

 

中国共産党も確かに、一度に各党派による「民主聯合政府」の制度を提出

したことがある。このことについて、1948 年 5 月 7 日台湾民主自治同盟が発

表した「告台湾同胞書」にも言及した。 

 

中共中央 近發表紀念「五一」勞動節口號，其中第五條說：「各民主黨派、

個人民團體、各社會賢達，迅速召開政治協商會議，討論並實現召集人民

大會，成立民主聯合政府！」（略）在這時候，中共中央發表了這個號召，

正切合全國人民目前的要求，也正切合台灣全體人民的願望。無論任何政

府的產生，必須建築在全國人民的共同意旨上，即必須能夠真正代表全國

人民的利益51。（筆者訳：中共中央は 近五一労働節の記念宣言を発表し

た、その第五条は「各民主党派、各人民団体、社会的有識者は速やかに

政治協商会議を開催し、人民代表大会の召集を討議してこれを実現し、

民主連合政府を成立させよう。」52である。（略）この時期に中共中央がこ

の宣言を発表したのは、まさに全国人民の当面の要求にこたえたもので

あり、また台湾人民全体の願望にも合致したものでもある。どのような

政府が誕生するにしても、全国人民の合意に基づいて樹立されなければ

なりません。） 

                                                       
50  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P302。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝

雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P316。 
51  丁原英、張振鵠ら「台灣問題資料輯錄」、『近代史資料』、北京市：科学出版社、1954 年第 3

期、P54-55。 
52  訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P336-338。 
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これも台盟の設立準備会が 1947 年 11 月に成立して以後、台盟が中共支持

を公然と表明した 初の文書である53。しかし、事実上、中国共産党は 1949

年 10 月中華人民共和国が建国以降、台湾の「高度自治」について、一切の承

諾はしていない54。 

 

それにも関わらず、中国共産党の五一宣言を信頼した謝と台盟のメンバー

たちは、香港会議55の後、正式に中国共産党の配下に収められた。これ以降、

謝も依然として、「高度の台湾自治」を堅守し、1949 年 9 月新政治協商会議で

「処理台湾問題意見書」を提出し、再び前述の「告台湾同胞書」で挙げた「高

度の台湾自治」を強調した。しかし、台盟は中国共産党に重視されることもな

く、「処理台湾問題意見書」も返事さえもらえなかった。 

 

中共の立場はさておき、次は謝と台盟は何故「高度の台湾自治」を堅守し

ていた理由を説明する。 

 

1948 年 1 月 1 日刊行の『新臺灣叢刊第四輯 自治與正統』の中に、「自治與

正統」56という文章があった。この文章中で、ただ台湾自治の必要性を強調す

るだけではなく、台湾の高度自治の困難性とその理由をも指摘しているが、そ

                                                       
53  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P324。   
54  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P322。 
55  香港会議。1948年 6月香港で、謝雪紅と彼女が主導する台盟、蔡孝乾と彼の台湾省工作委

員会、李偉光の上海台湾同郷会、の三つ組織によって行われた会議。その目的は、当時台湾に

おける共産党の地下工作の指導権問題と台湾革命の理論の再確認。その結果として、蔡は台湾

に戻り地下工作を続け、謝は北京へ中国共産党が主導する政治協商会議を参加しに行くという。

謝と台盟の「高度の台湾自治」の主張は早くもこの時期から中国共産党によって批判を受けた。 
56 臬紹「自治與正統」、『新臺灣叢刊第四輯 自治與正統』、香港：新台灣出版社、1948 年 1月

1日、P19-23。 
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の一番大きな理由は「中国正統」の観念である。 

 

這是脫胎於封建意識的觀念，是時時刻刻阻撓著中國政治改革的毒素。這

種意識的東西是或多或少普遍隱藏於中國人腦筋裡面。(略)蓋正統觀念對

於台灣的起碼態度就是:中國治台灣。換句話，台灣必受中國統治。「光復」

以來，官僚政府即本著這種觀念去統治台灣。官僚們用統治各省的同一觀

念(自然地亦由假民主的妙論及假自治的官法等等)去統治台灣。詎不到五

百日，就碰到二二八自治運動的反擊了。(略)當前國民黨政權正在沒落中。

可是台灣真自治還是要靠台灣民眾自己去繼續二二八的實踐而取得的。因

為中國的正統觀念不會因國民黨政權的崩潰而立刻消滅的。即使國民黨政

權倒了，假定所謂聯合政府成立了，那個時候「中國治台灣」的正統觀念

還是仍舊要驅使新中央政府派遣新的省主席去主持台灣的──那個時候，

在台灣僅僅仍將是迎新送舊而已罷了！？（訳：（筆者註：中国正統概念

は）封建的な意識の観念から生まれ、たえず中国における政治改革を阻

害してきた毒素である。このような正統観念は、多かれ少かれ中国人な

ら誰しもその頭の中に巣くっているものである（略）要するに、台湾に

対する正統観念の根本的な態度としては、中国が台湾を統治すべきだ、

換言すれば台湾は必ず中国に統治されるべきだ、ということである。台

湾の『祖国復帰』（筆者註：中国語では『光復』という。）以来、官僚政

府はこうした観念に基づいて台湾を統治してきたのである。官僚たちは

中国大陸の各省を統治するのと同じ観念（つまり、偽りの民主的な巧妙

な理論と偽りの自治的な施策を用いて）台湾を統治してきたが、五百日

も経たないうちに、思いがけず二二八事件という自治運動によって反撃
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されるに至ったのである。（略）今や国民党政権は没落の一途をたどっ

ている。だが、台湾の真の自治は台湾の民衆に依存して引き続き二二八

事件の実践を継承することによってかち取られるのである。なぜなら、

中国の正統観念は国民党政権が崩壊したからといって、ただちに消滅す

るものではないからである。たとえ国民党政権が打倒されても、またい

わゆる連合政府が成立したとしても、その時にはやはり『中国が台湾を

統治する』という正統観念が従来同様に踏襲されて、新中央政府は新た

な省主席を派遣して台湾を統治させるであろう。その結果、台湾では単

に省主席の顔ふれが変わって新旧交代しただけにすぎないことになる

57。） 

 

陳芳明は以上の引用文について、以下の通りに解説した。中国の優越感が

存続する限り、台湾の自治が実現される日を迎えることは出来ず、旧政権にせ

よ、新政権にせよ単に支配者が交代しただけである。戦後初期に台湾人が国民

党政府の統治下で陥った悲惨な苦境から、謝と台盟のメンバーたちはこの点に

気づいた。故に、中共の軍隊が勝利への道を歩んでいた時、また台盟が中共と

の合作を緊密化していた時に、謝雪紅らは前述のような政治的警戒心を抱えて

いた。国民党統治下で差別され弾圧された悲惨な体験を繰り返さないために、

謝雪紅らは台盟を結成した際に、彼らの経験や感想と期待をこれらの文章で強

調した58。 

 

                                                       
57  臬紹「自治與正統」、『新臺灣叢刊第四輯 自治與正統』、香港：新台灣出版社、1948 年 1月

1日、P22-23。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、

1998 年、P320-322。 
58  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P305-308。 
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もう一歩進んで言えば、謝と台盟メンバーたちは国民党政権による「再植

民」を経験したので、その経験から、台湾を中共の二度目の再植民を防ぐため、

以上の主張を提出した。さらに言うと、2015 年の現在でも、中国国民党と中

国共産党は依然として「中国正統」の概念を捨てることはできていない。1948

年の謝雪紅らの心情は、もとより言うまでもないであろう。 

 

再植民に対する抵抗と警戒心も謝の出身とは関係があると考えられる。謝

は終始弱者の立場に立ち、強権と対抗している。日本も国民党も中共も、外来

政権の差別を排除しなければ、台湾人は奴隷の苦境から逃れられない。しかし、

謝が引用したレーニンの言葉の通り、謝は自分は「奴隷」であると知っても、

抵抗を諦めなかった。このような強靭な精神と動揺しない姿勢は、謝は疑いが

なく革命家として生きていたことの何よりの証拠である。 

 

第三節 中国共産党の弾圧と「台湾人無漢奸論」 

謝の台湾「独立」から「自治」の姿勢への転換は、それは謝の妥協によっ

て生じたものだと、批判をもたらした。これももっともよく議論される論点で

ある。 

 

今回の新政治協商会議の開催およびこの会議にって組織される中央人

民政府の成立と中華人民共和国の成立とは、完全に全中国人民の意志と

利益に基づいてもたらされたものであります。六百七十万人の台湾人民

が三百余年にわたってオランダ・スペイン・清朝・日本などの異民族の

侵略と抑圧に反抗し、また国民党反動派の封建的・買弁的支配に反抗し
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て、流血の犠牲を伴う闘争を一貫して推進してきたのは、まさにこの目

的のためにほかなりませんでした。全台湾省人民は、全国人民の民主統

一戦線によって組織された中国人民政治協商会議を全面的に擁護し、や

がて誕生する労働者階級が指導し労農同盟を基礎とする人民民主専政

の中華人民共和国中央人民政府を全面的に支持するとともに、この中国

人民政治協商会議の共同綱領に全面的に同意します。この共同綱領の中

の一つ一つの条項はわれわれの利益を代表しています。したがって、わ

れわれはこれを遵守しなければならないばかりではなく、この綱領を完

全に実現するために、 後まで努力奮闘しなければなりません。とくに

この綱領草案第十二条に掲げられている『各級人民代表大会は人民が普

通選挙によって成立させ、各級人民代表大会は各級人民政府を選出する』

という規定に、われわれは非常に満足しています。台湾人民の政治的要

求はまさにこの一ヵ条に集約されています。59 

 

陳芳明は、この「台湾民主自治同盟首席代表謝雪紅發言」を引用し、分析

した。「擁護」、「支持」から「同意」という言葉への推移をみると、謝雪紅は

すでに自己の「台湾に於ける高度自治」の主張と立場を徹底的に放棄している。

その理由は、ただ共同綱領第十二条のという規定だけであった。この条文を除

いて、台湾の經濟的な内容や歴史的に残されていた未解決の問題などについて

は、謝は二度と触れようとはしなくなった。若いころからそなえていた謝の革

命精神は殆ど失われてしまって、完全に中国共産党の政策の執行者となったと、

                                                       
59  「台湾民主自治同盟首席代表謝雪紅發言」、『人民日報』、北平、1949 年 9月 24 日。訳文：

陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P382。 
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陳は述べている60。 

 

言い換えれば、陳の注目点は、謝の中国共産党との「妥協」、若しくは中国

共産党に対する「服従」、その上、台湾共産党が政治大綱で強調した「台湾民

族」の概念を諦め、「高度自治」の主張も諦め、台湾の所有権を中国共産党に

しようとしたことである。この点から見れば、確かにそうであるが、謝の人生

経験を前提として、謝のこの転換を考えてみれば、逆に謝の思想の中心となっ

ていた点を強調したと考えられる。つまり、謝の中では、謝が共産主義を武器

として使っていたように、「台湾独立」、「台湾の高度自治」そのものが目的で

はなく、一定の目的を達成するための手段である。その故に、謝は転換した。

この目的こそが、謝の思想の中心だと考えられる。ここではあえて触れずに、

第二章のまとめの所で説明する。 

 

謝の「台湾人無漢奸論」について、謝の署名のある文章にはないが、謝と

関連する者たちの発言によって、謝の立場は記録された。 

 

解放以後、彼女は職権を利用して資産階級右派の活動を推進し、日本統

治時代や国民党支配時代に漢奸になった台湾人を自己の陣営に集結し

て、彼らが摘発されると彼らのために弁護した。北京、上海、広州で彼

らを台盟に加入させ、彼らを登用した。彼らの一部の財産は、国民党に

よってさえ没収されてしまった。例えば、ある者は漢奸の行動をしてい

たが、解放後の人民政府に対し申請書を出して、われわれは台湾人だか

                                                       
60  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P373-374。 
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らその財産を没収するのは不当なことだ、と訴えた。これは、まぎれも

なく典型的な『無漢奸論』であった。彼女は台湾人は日本統治のもとで

は日本国民で、日本人の命令に従って行動したのにすぎないのだから、

台湾人が戦犯になるはずはなく、また漢奸になるはずはない、と主張し

ている。（略）したがって日本国民だったのだから台湾人には漢奸はい

なかったという謝雪紅の主張は、それこそ漢奸の立場に立っている。（略）

彼女は資産階級の個人的野心家であり、実際には台湾独立の観点に立っ

ている。『台湾人が台湾を統治する』とか、『台湾の領土は台湾が統治』

とか、『台盟は台湾各階層人民の統一戦線の核心である』などといった

スローガンは、いわゆる台湾は台湾人の台湾だ、ということである。だ

が、台湾は資産階級の台湾なのかどうか、それとも労働者・農民の台湾

なのだろうか？彼女が台湾は台湾人の台湾で、省長・県長は台湾人がな

るべきだなどと主張しているのは、表面的には台湾人のために主張して

いるようにみえるが、実際は地主、資産階級の統治を主張しているにす

ぎない61。 

 

陳炳基、吳克泰、蔡子民の三人は、謝とは敵対立場の蔡孝乾派の人で、彼

らがこの発言をしたのは 1974 年で、謝が亡くなった 1970 年から、すでに 4年

が経過していた。 

 

謝の『台湾人無漢奸論』とは、台湾人は日本の国民だったので、その価値

                                                       
61  林天雄、「訪陳炳基、吳克泰、蔡子民談二二八起義和謝雪紅事件」、『歐洲通訊』、Vol.13、1974

年 10月。引用、訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、

1998 年、P478-479。 
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観は台湾人の歴史を判断の基準にするべき。香港時期から謝が提唱していた

「高度自治」もしくは「台湾自治」は、中国共産党の中央の角度から見れば、

それは間違いなく「台湾独立」であり、つまり、中国共産党の中央は台湾人の

利益よりも、中国共産党の利益を 優先にするべきと考えている。自治の主張

が原因で、謝は何度も中国共産党の中央に批判され、もしくはこの引用文の通

り、政敵に「資産階級の支持者」と歪曲されたが、それでも謝は中国共産党で

はなく、台湾人の利益を 優先にし、台湾人のために働いていた。 

 

つまり、中国に渡り、中国共産党に支配されても、謝の中では、常に台湾

を中心にして考えていて、圧倒的な少数者だとしても、弾圧を受けても、諦め

なかった。 

 

しかし、1950 年代の「整風運動」から始め、一連の批判闘争によって中国

共産党と蔡孝乾派の手によって、謝は失脚に向かわせられ、やがて 1958 年 1

月に謝は「第一期全国人民大会代表」と「台湾民主自治聯盟主席」のポストか

ら解任され、党籍をも剥奪され、根底から中国共産党党内の政治立場を失った。 

 

第四節 まとめ 

謝の立場について、林瓊華は、「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪

紅評傳』之貢獻及爭議」の一文において、陳芳明の研究には幾つかの問題があ

ると指摘した。 

 

まず、林が提出した陳の研究の問題をまとめる。その一つは、陳は自分自
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身の台湾民族主義の出発点から、意図的に謝と中国共産党との歴史関係を否定

したことで62、もう一つは、謝を台湾独立主張者とみなすイメージである63。

しかし、謝は中国共産党の紹介で上海大学に入学し、また、中共の推薦でモス

クワに行った。さらに、台湾共産党は上海で中共の支援を得て成立したので、

党員の多数も同時に中共党員である。その上、謝は『我的半生記』では「祖国」

を「中国」を呼び、青島の経験では自ら漢民族の精神を自覚し64、五・三〇事

件で「台湾を取り戻す」とデモで主張した。二二八事件後、香港で発表した「告

同胞書」も中国を「祖国」と呼んでいる――植民地時期の各政治路線の人たち

が中国を祖国と認識していたことも事実である65。 

 

以上の事実を踏まえて、青島から上海大学に入学するまでの謝の政治思想

はまだ具体的な理論があるとは言えないが、民族感情は間違いなく中国にある

と、林は主張した66。また、謝は 1925 年の五・三〇事件と 1949 年中国に入り、

中共の指導を受けたあとも「台湾を取り戻す」を主張し続けたことから見れば、

謝の立場は青年時代から中年まで一貫していて終始変わらなかった。そして、

台湾共産党時期に謝と「改革同盟」との対立は、運動上の戦略の差異と個人的

感情の衝突で、階級や民族のアイデンティティーによるものではない、つまり

階級や民族のアイデンティティー問題において、謝と「改革同盟」は類似性、

                                                       
62 林瓊華「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」、『台灣風物』、

60:2、台北県：臺灣風物雜誌社、2010 年 6 月、P158。 
63 林瓊華「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」、『台灣風物』、

60:2、台北県：臺灣風物雜誌社、2010 年 6 月、P164。 
64  林瓊華「女革命者謝雪紅的『真理之旅』（1901-1970）」、『第六屆中華民國史專題論文及』、

台北県：國史館、2002 年、P83。謝雪紅口述、前掲書、『我的半生記』、P130。 
65  林瓊華「流亡、自治與民主：試論陳芳明著作『謝雪紅評傳』之貢獻及爭議」、『台灣風物』、

60:2、台北県：臺灣風物雜誌社、2010 年 6 月、P166-167。 
66  林瓊華「女革命者謝雪紅的『真理之旅』（1901-1970）」、『第六屆中華民國史專題論文及』、

台北県：國史館、、2002 年、P24。 
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もしくは同一性がある。そう林は示唆した67。 

 

確かに、謝は青島で漢民族のアイデンティティーを持つようになった。す

くなくとも 1960 年代末、中国共産党から激しい批判闘争を受けていた謝は『我

的半生記』で、このように 1920 年代の自分の行動を解釈している。「民族自決」

の概念に影響され、民族主義で帝国主義による搾取、圧迫の問題を解決しよう

とした社会運動者は当時には多数であった。謝もその例外ではない。しかし、

林の主張の通り、上海大学に入学するまで謝の中では共産主義の理論はまだ乏

しかった。本稿では第一章で、共産理論の乏しい謝は如何にロシアの留学経験

で、少しつづ共産主義の理論を身につけ、自分の武器にしたと説明した。そう

であれば、五・三〇事件の「台湾を取り戻す」と 1949 年以降の「台湾を取り

戻す」というのは同じものだとは言い難い。 

 

ロシア留学する前の謝は如何に「帝国主義」の問題を理解し、解決しよう

としたのか。『我的半生記』ではこうした段落がある。 

 

第一章第一節も書いた通り、1923 年 4、5 月の頃、当時上海にいた謝と林木

順が見たのは帝国主義者の外国人たちが中国人に対する数々の侮辱である。例

えば、公園での「華人と犬は入るべからず」の警告看板、外国人が人力車を乗

る時に車夫の辮髪を手綱のように握り、左右の方向を指示したなどがある。そ

の時、謝は「民族の立場」から非常な怒りを感じていた68。 

                                                       
67  林瓊華「女革命者謝雪紅的『真理之旅』（1901-1970）」、『第六屆中華民國史專題論文及』、

台北県：國史館、、2002 年、P83。 
68  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P155。 
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また、1925 年 4、5 月の杭州での経験について、こう記している。 

 

孫文の追悼大会において、「台湾人」名義で弔聯を申し込むのか、それとも

「福建人」の名義で申し込むのか、当時杭州にいた台湾青年たちはこのことに

ついてかなり悩んでいた。その理由は、日本の帝国主義者は台湾に対する統治

を固めるため、台湾のチンピラを閩南に送り、彼らの犯罪行為を支援した。こ

のような離間の政策で閩南人と台湾人の衝突を計り、大陸人が台湾人に対して

嫌悪と怒りを買わせるようにした。そのため、台湾人がデモや会議に参加する

時は自分は「台湾人」であると、名乗ることはなかなか出来なかった。しかし、

自分は台湾人であると主張し、中国大陸の同胞たちに台湾人の善意と祖国に対

する愛を知らせるべきであると、謝は敢えて主張した。謝の意見に対して他の

台湾青年たちも納得し、その結果として、台湾人も段々大陸人に受け入れられ

て、特に福建人と台湾人の親睦と団結を促進した69。 

 

林が強調した通り、謝には確かに「漢民族意識」があるものの、以上の例

が示したように、謝は台湾人としての立場を捨てることはなかった。もし、謝

が民族主義に影響されていたと認めるとしても、謝も確かに「同じ漢民族であ

る」福建人、閩南人、大陸人との親睦によって、台湾人が孤立させられていた

問題点と異民族の支配とを、いずれも民族主義の方法で解決しようとしたこと

は否定出来ない。言い換えれば、台湾人と大陸人の親睦を同じ漢民族として強

めることによって、異民族、帝国主義の日本に対する敵対意識を強調すること

                                                       
69  謝雪紅口述、楊克煌筆錄、楊翠華編『我的半生記』、台北市：楊翠華、2004 年、P171。 
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である。 

 

もう一つ言及しなければならないことは、謝が『我的半生記』の内容を口

述した背景である。謝は、1950 年代の 2度の批判闘争を受け、1958 年の 1、2

月、台湾民主自治聯盟主席の職務が解除され、中国国民党党員の党籍も剥奪さ

れ、全国人民代表大会の出席資格も取り消された。そのあと、謝と楊は一種の

隠居生活を強いられていたが、1966 年 8 月からの文化大革命で、10 月、謝は

紅衛兵に住まいから追い出され、書籍、資料、ファイル、銀行通帳など、すべ

て取り上げられた。 

 

さらに、1968 年 5 月、謝は台盟指導者徐萌山の子と彼が率いた紅衛兵にま

た家財を没収され、そのあと台盟総部まで強制的に連行された。謝はそこで、

大衆の前で批判闘争・侮辱され、加えて暴力を振るわれた。台湾共産党時期に

改革同盟派の王萬得もこれを機に、謝を気絶するまで殴り、また水をかけて謝

を目覚めさせ、続けてひたすら暴力を振るった。当時謝は 67 歳だった70。 

 

それ以降、謝は 1970 年 11 月に北京の隆福病院で肺がんで病死するまで、

体調を回復できなかった。その時、謝が残した遺言が三つある。「第一、私は

右派ではない。第二、私は依然として共産党を擁護し、社会主義を擁護してい

る。第三、私は生涯で誤りを犯したことがある。」謝が軍代表に遺言を伝えた

後、楊克煌と二人だけになるとひそかに「どうか 後まで戦いぬいてください。

                                                       
70 陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P514。 
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後の勝利は台湾人のものですから。」と伝えた71。 

 

以上は謝が『我的半生記』を口述した背景である。 

 

謝は 後まで台湾自治の理想を諦めることはなかった。そのことは、陳芳

明が『謝雪紅評伝』で十分証明した。時代背景を前提として考えてみれば、『我

的半生記』の作成目的は二つあると推測できる。一つは、1950 年代の二度の

批判闘争で政敵こと蔡孝乾系統に右派だと中傷されたことに対して、そのため

弁明と名誉挽回、もう一つは自分の人生において台湾人は如何に帝国主義に圧

迫され続けてきたか、さらに台湾の特殊性をリアリティーのある方法で中共に

表明することであった。その目的は勿論、謝の遺言の通り、彼女は終始共産主

義の正当性を確信しており、その共産主義によっていつかは「台湾自治」が実

現できるはず、という期待を捨てず、そのことを中共政府側に伝えることであ

った。「善意」のある言葉、例えば「祖国」などを使ったのは、そのためであ

ったろう。 

 

謝がこのような手法（共産主義による「台湾自治」の実現）を使ったのは、

この遺言が初めてではない。楊克培の『台湾人民民族解放闘争小史』72の序文

でも、謝は「台湾は古来中国の神聖な領土であった」や「中国人民は必ず台湾

を解放する」などという中共当局の政治スローガンを使っていた。しかし、注

                                                       
71 陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P544-545。 
72  楊克煌『台湾人民民族解放闘争小史』、台北市：海峽學術出版社、1990 年 10 月。『台湾人民

民族解放闘争小史』が中国で 初に出版されたのは 1956 年で、出版社は湖北人民出版社、著

者は楊克煌。王曉波が劉國基からその 1956 年の原本を手に入れて、1999 年に台湾で再出版し

たのが本書が台湾で出版された経緯である。本書の内容は主に、台湾人民が日本に反抗する歴

史を中国歴史の一部にしようとし、また台湾は中国の領土であることを何度も強調した。 
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目すべき点は、謝自身が果たした自らの歴史的役割を評価させる意図がこの文

章に秘められていたことである。例えば、「この『小史』は、その内容および

資料が比較的豊富であり、具体的である。また本書は台湾におけるわれわれの

先人の革命的実践によって創作されてきた歴史、とりわけ無産階級政党がその

成立以後台湾人民の闘争を指導してきた歴史を客観的に記録しているので、そ

の意義は推して知るべしであろう。」と謝は述べていた。ここでわざわざ「無

産階級政党」の果たした歴史的な役割を強調している理由は、勿論、それは謝

自身の反抗の記録であるから、このように自己の政治活動を弁護していた73。 

 

これで何故中共の指導を受けた後、謝は「祖国」などの言葉を使っていた

理由を説明できたはずである。何よりも、『我的半生記』の時代背景と謝自身

の状況を合わせて考えてみれば、『我的半生記』この本の存在自体が、台湾解

放に向けた謝の立場の証明であり、謝の「台湾アイデンティティー」の証明で

もある。そしてこれもまた謝の遺言に繋がっている。 

 

ここで、林瓊華が提出した「台湾を取り戻す」の一貫性について検討して

みる。二二八事件以降、謝は中国共産党の勢力を借りて中国国民党に対抗する

ため、独立から自治へ転換したことはすでに説明した。要するに、共産主義の

方法で台湾の問題を解決しようとしたのである。言い換えれば、謝の台湾立場、

台湾解放（自治）の考え方は変わらなかったのである。 

 

1925 年の五・三〇事件の「台湾を取り戻す」と 1949 年以降の「台湾を取り

                                                       
73  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P302。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝

雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998 年、P474。 
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戻す」を比べてみれば、両者の前提は全然違っており、その方法も違う。もし

両者に「一貫性」があれば、それは謝は台湾の問題を解決しようとしていて、

そのための違う方法による試みである。 

 

故に、林瓊華の説で謝は「祖国」、「台湾を取り戻す」などの言葉を使って

いるとか、漢民族の精神とか、「民族感情は中国にある」とかというのも、確

かに一理はあるが、決してそれだけではないだろう。 

 

では、謝のアイデンティティーは一体どこにあるのか。 

 

第一章で謝が共産主義を選んだ理由と、謝が如何に共産主義を通して自己

の現実と台湾社会を理解し、そして共産主義の思想と方法を封建制度、帝国主

義、植民政治に抵抗する武器にしていたか、その経過について説明した。しか

し、第二章で示した通り、香港時期から、謝が選んだ「台湾独立」の路線は通

用しなくなった。 

 

謝の「独立」から「自治」への転換について、謝の台湾主張の核心はこの

転換が問われたと同時に、核心そのものも浮かび上がってきた。 

 

香港時期の謝の原則は変わらなかった。植民地時期に、「台湾独立」だけが

台湾人を植民政府から解放させる唯一の道だと謝は思い、太平洋戦争が終わっ

た後、中国国民党政権が台湾に入り、謝は再び共産主義を借用し、国民党政権

とその背後にあったアメリカ帝国主義に抵抗し、台湾人を再植民から解放させ
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ようとした。そのため、当時では中国国民党と敵対する立場に立った中国共産

党の勢力は不可欠であると、謝は判断し、「台湾自治」を提出した。言い換え

れば、形だけの「台湾独立」や「台湾自治」が謝の 終の目的ではなかったの

である。 

 

「台湾人が台湾を統治する」という台湾人の苦しみは台湾人しかわからな

いといった謝の思いや、共産主義路線に対する執着、などから見れば、謝の本

当の抵抗しようとしていた対象は、階級、植民、封建などである。これらは謝

が幼年期から戦ってきた対象で、これが謝の社会運動の原点である。そしてこ

の目的を果たすため、「台湾独立」が必要であり（日本植民地時代）、「台湾の

高度自治」（香港時期以降）が必要であった。 

 

そして、中国共産党から弾圧を受けていた「台湾人が台湾を統治する」、「台

湾の領土は台湾が統治」の主張も、国民党政権による再植民の経験から生じた

もので、中国共産党による二度目の再植民を防ぐための主張である。この主張

から見れば、「台湾独立」から「台湾自治」への転換から見られるのは、「台湾

独立」の放棄ではなく、むしろ帝国主義、封建制度、資本主義、中国正統概念

のない台湾こそ、台湾の主体性が重視される台湾こそ、「台湾独立」、もしくは

「台湾自治」の意義があり、事実上の「自由な台湾」になれる。そのとき始め

て台湾人は本当の意味で植民と再植民から解放されると謝は考えていた。そし

てこれは謝の「台湾アイデンティティー」の表れだと考えられる。 

 

つまり、謝の台湾アイデンティティーはこのように成立した。 



 

64 
 

 

非知識人の謝は、理論よりも目の前の現実を見つめて考える人であった。

底辺社会に生きる人達と台湾民衆の苦しみに対して、彼女は切実さをもって共

感を抱いた。そうした立場から、謝は共産主義の道を選んだ。自分自身が体験

した台湾人として背負わなければならない苦しみと底辺社会で見てきた現実

は、生涯社会運動に従事していた謝の出発点であり、彼女の人生を通じて始終

変わらない初心でもあった。謝の も重要な目標は、苦しめられている台湾人

を種々な圧迫から解放することであった。 

 

そしてこれも謝が終始共産主義を信じていた理由である。晩年の謝は中国

共産党から激しい批判闘争を受けてきたが、それでも共産主義は無産階級の唯

一の突破口だと確信して、共産主義を信じ続けていたのである。 

 

以上「台湾独立」の主張があり、「台湾の高度自治」の主張があり、さらに

抵抗すべき対象と抵抗する方法を確認してきた。言い換えれば、謝の台湾アイ

デンティティーは抵抗の精神から生まれた。抵抗の精神、姿勢が存在する限り、

謝の台湾アイデンティティーは存在する。つまり、「革命者」としての謝は台

湾アイデンティティーから離れることはない。従って、謝の主張と立場は、台

湾人の自覚と不離一体のように緊密に結びついている。 

 

この点について、第三章の謝と男性知識人の比較してみれば、さらに謝の

特殊性が浮き彫りになる。 
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では、林瓊華が主張している謝の「中国アイデンティティー」の問題につ

いて、一体どう解釈すればいいのか。 

 

謝の「中国アイデンティティー」には 2つの重要な前提がある。謝の民主

中国と共産主義への執着、また台湾の高度自治主張から考えてみれば、その一

つは、台湾も中国も自由、民主の状態、もう一つは、中国が台湾に対して「中

国正統」の概念や台湾再植民の意図を持っていないことである。言い換えれば、

謝の台湾アイデンティティーは「中国アイデンティティー」より優先していて、

台湾を中国の枠組みの中に入れようとすることではない。 

 

以上で、謝のアイデンティティーについて説明してきた。もちろん、こう

した主張は、中国共産党から見れば、間違いなく「台湾独立」そのものになる

に違いない。 
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第三章 蔡培火と蘇新――謝雪紅から見る男性知識人 

謝の立場は第一章と第二章で説明した。第三章は謝と同時期に社会運動に

参加した男性知識人、蔡培火と蘇新を取り上げ、謝と比較する。 

 

蔡培火は 1889 年 5 月 22 日に雲林北港に生まれ、父親蔡萬は書房の教師だ

ったが早死した。その長兄蔡嘉培も漢学の素養があり、同じ書房教師の仕事で

家族を養っていた。蔡は 1910 年に台湾総督府国語学校師範部を卒業し、1915

年 2 月まで公学校で教師として働いていた。しかし板垣退助と林献堂の台湾同

化会に参加したため免職となり、同年 2月林献堂の支援を受け、東京に留学し

た。蔡は教育者を志願し、東京高等師範学校に入学した。入学しても政治活動

を続け、1920 年 3 月卒業し、同年洗礼を受け、7月に新民会の雑誌『台湾青年』

を創刊した。それ以降、全力で台湾議会設置運動に身を投げ出した74。 

 

一方、蘇は 1907 年 11 月 14 日に臺南佳里に生まれ、父親と父親側の親戚は

代々農民である。1914 年、8歳で書房に入り、『三字経』と『四書』を学び、

1916 年 4 月公学校に入った。蘇は勉強熱心で、成績優秀、1922 年 15 歳の時、

学年主席で公学校を卒業した。同年 4月、台南師範学校に入学したが、日本教

師と日本学生による差別に反抗したため退学させられ、1924年に東京に渡り、

1925 年東京大成中学四年に編入、1927 年に東京外国語学校に入学した。 

 

当時、日本の共産主義運動はかなり活発で、蘇は日本人学生の紹介で中学

の「社会科学研究会」に参加した後、すぐマルクス主義の研究に没頭するよう

                                                       
74 張漢裕編『蔡培火全集〈一〉』、台北市：財團法人吳三連臺灣史料基金會、2000年12月、P69-72。 
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になった。そして「東京台湾社会科学研究会」を作り、この動きは「台湾文化

協会」と「台湾農民組合」の注目を集め、「台湾農民組合」もこの繋がりで「日

本農民組合」と連絡を取るようになった。1927 年の年末、蘇は日本『無産者

新聞』の紹介で林木順と知り合いとなり、林の指導で「台湾社会科学研究会」

のメンバー数人と「馬克思主義小組」を組織した。メンバーの陳來旺が代表と

して上海に台湾共産党の創設大会に参加し、陳が東京に帰った後、この「馬克

思主義小組」は「日本共産党台湾民族東京特別支部」と改名した。これで、蘇

は正式的に共産党員となった75。 

 

以上、一見して蔡培火と蘇新の出身と経歴は類似性がある。二人とも書房

で勉強したことがあり、その後、公学校、師範学校に入学、そしてまた東京に

留学した。留学中西洋の思想に触れ、影響を受けた。これによって、それぞれ、

もちろん謝も含めて、違う立場と姿勢で社会運動に参加し、それぞれがそれぞ

れの問題を解決しようとした。 

 

なお、第三章で取り上げる蔡培火と蘇新を例として考察してみれば、ここ

でいう「知識人」は少なくとも日本の新式教育、中等教育の学歴を持っている

者を指す。もちろん、1895 年前に生まれ、書房教育を受けていた林獻堂、蔡

惠如など社会リーダー階層も知識人の範疇に入るが、彼らは実際に社会運動に

参加するというよりも、資金を提供して社会運動をサポートし、その姿勢と行

動は蔡、蘇のような若者とは違うので、本稿では取り上げていない。 

                                                       
75  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P37-41。しかし、

蘇新自ら書いた自伝では、年表に間違いがあり、黃文源は蘇新自伝と吳新榮の日記を対照して

訂正した。詳細は黃文源「雙新記──論蘇新與吳新榮的「抵抗」之道」、『台灣史料研究』、Vol36、

台北市：吳三連台灣史料基金會、2010 年 12 月、P88-93。 
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第一節 大正デモクラシーと蔡培火の自治論 

松尾尊兊は、大正デモクラシーを三つの段階を分けてとらえた。第一段階

は 1905 年―1913 年、第二段階は 1914 年―1918 年、第三段階は 1919 年―1925

年である。第一段階の主流思想は立憲主義、憲政主義（代表人物島田三郎、尾

崎行雄）で、第二段階は民本主義、自由主義（代表人物吉野作造）、第三段階

は社会主義、共産主義、国家主義（代表人物山川均、吉野作造）などの主張が

同時に存在していた。それぞれの共通点は、明治維新以降、日本帝国主義と民

主主義の矛盾への批判である76。 

 

1919 年朝鮮の三一独立運動に刺激され、各植民地の問題も次第に取り上げ

られたが、朝鮮、満州、中国と比べたら、台湾に関する論争は圧倒的に少ない。

とは言え、植民地の問題が言論界で注目されるに連れて、植民地台湾に対して

関心をよせた人も確かにいる。例えば、序章で説明した通り、泉哲、植村正久、

田川大吉郎、神田正雄らがそうである。 

 

泉哲は「台湾は總督府の台湾ではなく、台湾島民の台湾である」と主張し

た。台湾の統治方針は植民地本位にするべきで、經濟と教育の改善は必要であ

る。そうすれば社会地位と政治権利において、台湾人と内地人の差別もなくな

る。日本は文明植民国として、植民地の人民の幸福を求めなければならない、

これは世界文明の潮流であるため、国の未来にも深く関わっている。即ち、泉

は植民に反対するのではなく、日本の利益のためにこそ、文明植民策を取るべ

                                                       
76  陳翠蓮、「大正民主與台灣留日學生」、『師大台灣史學報』、第 6 期、台北市：國立臺灣師範

大學臺史所、2013 年 12 月、P61-62。 
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きだと考えていた。 

 

植村正久はキリスト教の人類平等の精神を前提にし、台湾人の苦境に同情

を寄せていた。植村は同化政策に反対することではなく、台湾人と内地人の協

調、融合が 善の結果で、ただ、同化は自然の方法で行うべきであると考えて

いた。 

 

田川大吉郎の主張も平等とキリスト教の神の人に対する愛を掲げ、内地人

は内地人の台湾差別に直面して自省するべきだと呼びかけている。人は誰でも

自由と平等を求めているので、台湾人は圧迫されているから反抗している。そ

のため、請願運動は理解、同情されるべきで、また、台湾人も内地人も同じ大

日本帝国の臣民として、共に内地と台湾の融合のため努力していくべきだと田

川は主張していた。 

 

神田正雄は大アジア主義の提唱者である。神田は五年間のヨーロッパ、ア

メリカでの生活経験で欧米による東洋人差別を感じ、東洋人の団結を主張して

いた。特に日本と中国の共同提携を重視し、台湾統治が順調に進んでいけば、

中国の排日も緩和でき、そうすれば日華親善の実現も可能になる。神田も大日

本主義者であり、植民地の拡張こそが日本の国力を向上する方法であると、彼

は主張していた。しかし、植民地と内地の差別は確かに存在していて、これら

の問題を解決するには、植民地人民の参政権は必要である。そうすれば植民地

と内地の完全なる融合は実現し、日本民族の生存と繁栄も実現できる77。 

                                                       
77  陳翠蓮「抵抗與屈從之外：以日治時期自治主義路線為主的探討」、『政治科學論叢』、Vol.18、
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以上の彼らの主張は当時日本で勉強していた台湾青年たちに借用され、台

湾議会設置請願運動をはじめ、一連の自治運動の理論の裏付けとなった。 

 

まず、蔡培火は「我島と我等」で「我島は帝国南方の鎖鑰で、軍事上の重

要地点である。我島の政治が多年の間武人によつて掌握されたのは、この點が

剩り重く認められすぎた結果の禍ではないかと疑ふ。此の意味から考へて、我

等は決して悠々閑々に、何時まで無能力者として立つていく理にはいかぬ。臺

灣は帝國の臺灣であると同時に、我等臺灣人の臺灣である。」78と宣言した。こ

れは明らかに泉哲の主張の借用である。 

 

そして「吾人の同化觀」の一文で、蔡培火は「同化」を自然の同化と人為

の同化を分け、自然の同化はすでに世界の各文化の中に進んでいて、人類の生

活も真善美の方向に向かって進歩し続けている。人為の同化は難しいが、幾つ

かの条件を備えれば出来ないでもない。「第一の條件としては自然的にその新

領土が小さくて且つその舊母國から懸け離れてゐることである」、「第二の條件

としては個性を尊重し善良なる文化を保障してやる擧に出ることである」、「第

三の條件は異心同體的精神と態度を取ること」、「第四の條件は此の政策を政策

として取らぬことである。平く言へば、新附民等に對して同化云々を云ひ振ら

さぬことである」。また、日本が台湾を統治してからすでに 20 年も経て、同化

はスローガンのまま、例えば教育、人材採用、言葉、婚姻など各方面では実際

の有効的な同化政策がない。「同化は決して征服の結果でない。征服のされた

                                                                                                                                                           
台北市：國立臺灣大學政治學系、2003 年 6 月、P152-155。 
78  蔡培火「我島と我等」、『臺灣青年』、Vol-2、東京、1920 年 10 月 15 日、P19。 
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との意識を持つところには、同化の美果が結ばれぬ筈のものであることを、

我々は如何なる代償を拂うとも、大聲疾呼して、無謀者流の猛省を促す決心で

ある。」79 

 

また、「日本々國民に與ふ」の一文で、割譲の 初、台湾人は「亡国とか、

屈辱とか、はたまた被征服とかの感じは、我々多数の台湾島民には毛頭もない」

が、日本の 30 年統治の後、台湾本島人が反抗するのは、実は植民政府当局の

同化政策と圧迫によって生じたものだと、蔡は書いた80。 

 

そして「中日親善の要諦」と「東亜の子はかく思ふ」で日中親善の重要性

を説き、また日中関係の悪化の要因を分析し、また具体的な解決策をも提出し

た。その一つは、「鮮臺統治策の根本的革新」である。 

 

内地、朝鮮、臺灣は一家族の三人兄弟であつて、各々個性あり別個の立

場がある。そしてその内地と云ふ兄貴が親の命を奉じて朝鮮臺灣と云ふ

弟分をその一存で世話し使用してゐるやうな次第、そこで問題は、この

兄弟間の関係と隣佑のこれに對する注目にある。幾年來此の内地たる兄

貴は二人の弟分に個性を捨てろ、別個の立場あるも忘れて終へ、唯一つ

の残骸となつて、そして我が霊を受けれてその發動のまヽに立働けと云

抱負で指導命令に務めた。（略）隣佑の傍觀は傍觀だけで濟めば幸、そ

れを若し各自のことに結附けて考へられるやうでしたら如何でせう81。 

                                                       
79  蔡培火「吾人の同化觀」、『臺灣青年』、Vol-2、東京、1920 年 8 月 15 日、P67-82。 
80  蔡培火『日本々國民に與ふ』、東京：香柏社書店、1928 年 4 月、P33-37。 
81  蔡培火「中日親善の要諦」、『臺灣青年』、Vol3-2、東京、1921 年 8 月 15 日、P55。 
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つまり、日中親善という前提で、植民地台湾の政策の改善は必要である。 

 

以上で、蔡培火は如何に大正デモクラシーの日本言論界の台湾政策改善提

唱者たちの理論を取り入れたのかを説明する。 

 

しかし、台湾議会設置運動と大正デモクラシーからの理論の借用にも限界

がある。詳しく言うと、台湾右翼の知識人（例えば蔡培火）が日本言論界の論

述を借用すると同時に、自治運動も彼ら植民者の世界文明階層觀を取り入れた。

そのため、植民統治の構造を壊すことができない82。 

 

以下は、蔡培火を例として、彼が提出した世界文明階層觀を取り上げる。 

 

東西之文明，各有所長，然西洋文明，則出我東洋文明之上者遠矣。夫我

東方文明，僅區在精神範圍之內，物界之研究，寥然代無可觀也。西方之

文明，則不然，精神之上，還家有物質之穿鑿，且其考究之方法，不向我

東方之雜然無序，別備一種論理的者，即所謂科學的方法是也。（略）蓋

東亞之文明，蓋以主觀而集成者（略）若歐米文明，以主觀之察，又兼客

觀之證，是心理作用之外，又重感觀之觀察（略）其文明之境，跨於心物

之上，是精神物質兩全之精華也83。（筆者訳：東西の文明、其々の長所が

あるが、西洋の文明は実に遥かに私達の東洋の文明より優れている。私

達の東方文明はただ精神の領域だけにあり、物質の研究において、価値

                                                       
82  陳翠蓮『台灣人的抵抗與認同 1920-1950』、台北市：遠流出版公司、2008 年 8 月、P73。 
83  蔡培火「對內根本問題之一端」、『台灣青年』、Vol1-1、漢文之部、東京、P50-51。 
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のあるものはほとんどない。西洋の文明はそうではない。精神以上に、

物質もある。その研究方法は私達東方のように乱雑ではなく、論理的で、

いわゆる科学方法である。（略）東アジアの文明は主観の集まりである。

だが欧米文明は主観の観察がありながら、客観の実証もある。心理的作

用以外に、感官の観察もある。その文明の境界は、心物に上回って、精

神と物質の両者を兼ねる精華である。） 

 

蔡培火の視線では、西洋文明は東洋文明より遥かに優れていて、また、東

洋文明内部にも優劣の別のがある。 

 

夫我台灣，係滄海中之孤島，住民不過三百五十萬，地偏而人少，遂致世

界聲氣幾乎不通，社會風化不振（略）思念及此，吾人雖自稱為人類之一

員，不亦羞愧之甚乎84。（筆者訳：我が台湾、滄海の中の孤島であり、住

民もわずか三百五十万、偏僻で人が少ない、そのため、世界の音声も通

じず、社会の教育も不振のまま（略）そう思ったら、私たちは人類の一

員と名乗るだけでも、恥ずかしいばかりだ。） 

 

これだけではなく、台湾人の趣味も問題になっている。 

 

趣味者，即追美之至情，與文明而並進者也。今觀我台人，則甚缺乏（略）

憶吾人繼承四千余年之歷史，先人遺受之文物，亦有足以宣揚於中外，而

因吾等趣味之低下若是，遂令家庭社會，盡屬乾燥無味，如一片不毛之荒

                                                       
84  蔡培火「對內根本問題之一端」、『台灣青年』、Vol1-1、漢文之部、P46、東京。 
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野85。（筆者訳：趣味と言うものは、即ち美を追求する至情であり、文明

と並び、進むものである。今私たち台湾人は、趣味に乏しい。（略）私

たち四千数百年の歴史を受け継いていて、先人から受けた文物も中外に

名をあげるに足りているのに、私たちの低俗で下品な趣味で、家庭も社

会も退屈極まり、不毛の地のようである。） 

 

それと対照的に、内地日本人の趣味は、実に高尚なものである。例えば家

では挿花、茶道など優雅な研究があり、外では紅葉狩りなどがある。欧米人の

趣味と言えば、さらに感服の至りである86。 

 

陳翆蓮の解釈によると、蔡培火が想像した世界文明階層は「西洋―日本―

台湾」の三階級で、台湾は世界文明の 底辺である。87。 

 

『蔡培火全集（四）政治関係―戦後』の文章から見れば、戦後の蔡培火の

立場はかなり複雑である。蔡は民族の対立から植民者日本の被植民者台湾への

差別と搾取を強調した。これによって、中華民国、三民主義、中華民族の正統

性を唱え、大陸部の領土奪還（いわゆる「反攻大陸」）、反台独などを主張した。

蔡培火は国民党を賛美すると同時に、部分の文章でも「党國体制」の弊害を指

摘し、本省人と外省人の隔たりを消去するなどの論点をあげた。もちろん、そ

の目的はすべて中華民国の改造と強化のためである。ここでは、蘇新と対照す

るために、中華民族と中華民国、国民党三者の関係に注目する。 

                                                       
85  蔡培火「對內根本問題之一端」、『台灣青年』、Vol1-1、漢文之部、P50、東京。 
86  蔡培火「對內根本問題之一端」、『台灣青年』、Vol1-1、漢文之部、P50、東京。 
87  陳翠蓮『台灣人的抵抗與認同 1920-1950』、台北市：遠流出版公司、2008 年 8 月、P73。 
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二二八事件の後、当時上海にいた蔡は「慰問紀要」の一文を記した。 

 

因為二二八事件，全省各地各界的犧牲痛苦鉅大，台灣省黨部十分關切痛

心，派出四個慰問團慰問各地。（略）我在這次慰問旅行， 感愉快，就

是各地本省的同胞，對本黨的存在加了多大的認識與興趣。（略）各地的

同胞，都在稱讚這次二十一師國軍的軍規嚴肅，人民都在感謝，對國軍的

評判很好。（略）國內和平的問題，大家都是不大明瞭內亂的癥結何在（略）

內亂的癥結，第一是在共產主義者想於政治上制霸的野心，第二是在政治

經濟尚未上了軌道。（略）二二八事件已屬過去，而又是我們弟兄間自己

的事情，要來懷怨誰呢？不過以台制台這確實不是愛護國家的思想88。（筆

者訳：二二八事件で、全省各地各界は大きな犠牲を払い、大きな苦痛を

味わった。台湾省党部は十分の関心を寄せ、4つの慰問団を派遣した。

（略）今回の慰問旅行で、一番嬉しいことは、各地の本省の同胞は本党

の存在に対して、認識を深め、興味を寄せていた。各地の同胞は今回の

二十一師の厳正な軍紀を賞賛し、深く感謝して、国軍に良い評価を与え

た。（略）国内の平和の問題について、皆さんは内乱問題の核心は何な

のか、よくわかっていない。（略）内乱問題の核心の一つ目は共産主義

者の政治的野心、二つ目は政治、經濟はまだ軌道に乗せていないためで

ある。（略）二二八事件はすでに終わった。しかも、私達兄弟の間のこ

とで、誰が誰を憎むのだろうか。しかし、以台制台（筆者註：台湾人が

                                                       
88  張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P37-40。初出：蔡培火「慰問紀要」、『中華日報』、1947 年 6 月 18 日。『中華日報』、1946 年 2

月に台湾台南市で相関された台湾の地方紙。中国国民党の党営事業の一つである。 
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台湾を統治する）という言葉は確かに愛国思想ではない。） 

 

この文章は、二二八事件に対して、中国国民党側の公式解釈とはほぼ同様

である。事実上、2015 年の現在でも、中国国民党は二二八事件をこう説明し

ている。 

 

台湾議会設置運動や台湾文化協会、『台湾青年』『台湾民報』など、数々の

経歴を持っている台湾社会運動の代表者の一人、蔡培火が二二八事件の二十一

師による虐殺鎮圧のあと、中国国民党党員としてこの文章を書いた政治意義は、

ただ中国国民党の自分の暴行への捏造した自己弁護しかなかった。そして、蔡

は中国国民党党員として、その助けをした。 

 

しかし、二二八事件の爆発は、 初から共産党や共産主義とは関係がない。

1947 年二二八事件が爆発した前、台湾の政治、經濟の問題もただ「軌道に乗

せていない」だけではない。この二つの問題は第二章の第一節ですでに説明し

た。 

 

そして何故蔡はこのような転換をしたのかというと、「為突破當前國家危局

遂行本黨使命的鄙見」ではその一側面を捉えることができる。 

 

本人向本省同胞的主張：本省同胞都是由中國大陸移來的，血統文化都是

大陸的，不能與大陸分開而獨立。（略）少數人在主張台灣獨立，這是叛

國忘祖的思想，為中華民國國民所共棄，絕無實現的可能！本人公然表明
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反對！！又有部分同胞主張組織新黨，本人為期中華民國國基穩固力量集

中，遂行反共復國，所以亦公然反對組織新黨。我們中華民國是民主自由

的國家，若是在太平的時候，組織新黨是應該是自由的，不過我們要認識，

中華民國現在不是太平，是非常時（略）必須反攻復國，是戰時，需要力

量集中，組織新黨是會使力量分散，會危及國家，不是愛國行為，所以我

公然反對89。（筆者訳：私の本省同胞に対する主張：本省同胞は皆中国大

陸からきた者である。血統も文化も大陸のものなので、大陸と別れて独

立することができない。少数派の台湾独立の主張は國を裏切り、祖先を

見捨てる思想なので、中華民国国民はこのような思想を非難し、台湾独

立は決して実現することがない！私は公然と反対を表明する！！また、

部分の同胞は新しい政党の設立を主張するが、私は中華民国国礎の安定

と国力の集中、及び反共復国のため、新しい政党の設立をもまた公然と

反対する。私達中華民国は民主自由な国家なので、もし平和の時ならば

新しい政党の設立も自由のはずである。しかし、今の中華民国は平和の

状態ではない、非常事態である。（略）今は反攻復国の戦時なので、力

の集中は必要である。新しい政党の設立は力を分散させ、国を危機に陥

らせるので、愛国的行為ではない。故に私は公然と反対する。） 

 

本人向本黨中央的建議：（略）（1）國家至上，有中華民國才能團結，才

有政黨，才有個人，才有一切。（2）國家需要力量，現局需要全民大團結，

團結需要鞏固的中心，這中心除中國國民黨外，別無可求90。（筆者訳：私

                                                       
89 張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P351-352。期日：1978 年 12 月 30 日。 
90 張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、
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が党に対する建言：（略）（1）国家至上、中華民国があるから団結でき

る。そして政党が存在し、個人が存在し、他のすべてが存在する。（2）

国は力が必要である。今、国民全体の大団結は必要である。この団結も

また強固な中心が必要であり、この中心は中国国民党以外にない。） 

 

以上の引用文以外に、蔡培火も「党国」概念と国民党による政治壟断を指

摘し、民生や国家の建設は重視するべきなどの意見を提出した。これらの文章

を材料として考えてみれば、戦後の蔡培火は依然として台湾の福祉に関心を寄

せているが、ただ、蔡の中では台湾の福祉は中華民族と中華民国という前提が

なければ実現できない。植民地時代の自治運動のように、台湾は日本の附属で

なければならないように、台湾は中国、中華民族の附属でなければならないと

蔡は再び強調した。しかも、これらの「福祉」は中華民国、中華民族のためな

ら妥協の出来るものである。 

 

以上だけでなく、1951 年 10 月 16 日『軍中文摘』91で、蔡の「總統六五華誕

獻詞」92を掲載した。その内容をまめると以下の通りになる。 

 

蔣介石の 65 才の誕生日を祝う文章なので、文章の 初はまず中共とソ連を

罵り、そして彼らと対抗する「蔣公」こと蔣介石を褒め称えていて、これらの

                                                                                                                                                           
P352。初出期日：1978 年 12 月 30 日。 
91   『軍中文摘』。1950 年 6月 1日に台湾台北で創刊した、軍人を主な読者とした雑誌である。

小説、随筆、雑文、詩歌などのコラムがあり、軍人作家の紹介もある。出版者は國防部總政治

部。 
92  張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P410。初出：蔡培火「總統六五華誕獻詞」、『軍中文摘』、台北市：國防部總政治部、1951 年 10

月 13 日。 
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段落が殆どである。それ以外に、 後にこのような内容がある。要するに、台

湾は如何に日本の植民統治に苦しめられたのか、このことを強調し、そしてこ

れらの苦しみはすべて「蔣公」と国民党政権の助けによって「光復」になり、

自由になった。また、今年地方自治が実施され、これによってすべての政務は

民意に基づいて遂行される体制となった。これらはすべて「蔣公」の功績だと

いう。故に、台湾人は「蔣公」の御恩を知るべきであり、報いるべきであると

述べている。また、「蔣公」の部下の中、徳も素行もよくない人が沢山いて、

幹部は全員反省するべきである。さらに自分は不才ながらも、熱い思いで自分

の総てを捧げて君子を追随し、「蔣公」の重荷を分担することを願う93。 

 

『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』の政論部分の文章では、その後の「一

元獻機祝壽」94（1951 年 10 月 26 日）、「慶祝台灣光復二十年」95（1966 年 10

月 25 日）などの文章も大抵同じような内容が繰り返されている。 

 

蔡培火の中華民国肯定、国民党政権賛美の態度は晩年までも変わらず、蔡

は 83 才の高齢で「台灣第二十七回光復節感言」（1972 年 10 月 25 日）、 86 才

で「故總統蔣公與台灣光復的前因後果」（1975 年 4 月）、91 才で「發揚自強勝

利精神慶祝建國 70 週年」（1981 年 1 月 1 日）で、これらの文章を発表した。

80 才以上の高齢でこれらの文章が出来たかどうかの問題はともかく、この年

                                                       
93  張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P411-412。初出：蔡培火「總統六五華誕獻詞」、『軍中文摘』、台北市：國防部總政治部、1951

年 10 月 13 日。 
94  張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P413-415。初出：蔡培火「一元獻機祝壽」、『民力月刊』、1951 年 10 月 26 日。 
95  張漢裕主編『蔡培火全集（四）政治關係─戰後』、台北市：吳三連臺灣史料基金會、2000 年、

P437-439。初出：蔡培火「慶祝台灣光復二十年」、1966 年 10 月 25 日。 
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齢で、また蔡の名前でこれらの文章を発表したことの意味、目的は何なのか、

考えるべきである。蔡の国民党内のキャリヤはすでに確定していた。言い換え

れば、知識人としての蔡培火は相当な意味で、国民党政権の看板として利用さ

れたと推測できる。そして蔡自身もこのような行為を黙認したのである。 

 

また、内容について、1949 年 5 月 20 日「台湾省戒厳令」が布告されてから

1987 年 7 月 14 日に解厳するまで、台湾の言論の自由、集会・結社の自由は 38

年 2 ヶ月も犠牲にされた。さらに、白色テロ時期に全島の人権は中国国民党に

よって蹂躙、侵害されていた事実を知りながら、それでも、蔡は中華民国は民

主自由な国家であると主張し、国民党、蔣氏政権を擁護していた。しかも、国

民党の反対者の迫害に加担していた。 

 

晩年の蔡培火について、彭明敏96は『逃亡』の一書で深刻な批判を記した。 

 

淡水工商管理專科學校（現為真理大學）由台灣基督長老教會所設立，家

姊彭淑媛因為在雙連教會長久熱心服務，擔任長老多年，故受聘為該校創

校校長。（略）自從我被釋放之後，當局開始更加以施壓，要強迫她辭職。

該校董事會董事長蔡培火卻與國民黨勾結，對她橫加壓力和騷擾。我逃離

台灣後國民黨的態度更蠻橫起來。董事會接到通知，如果家姊不自動辭職，

教育部就要下令解散董事會。她只好於 1970 年 12 月離開淡水工商學校。

                                                       
96  彭明敏。1923年 8月 15日、台中に生まれ、彭の一家は祖父の代から敬虔なキリスト教徒で

ある。東京帝国大学政治科に留学したことがあり、日本敗戦後、1948 年に台湾へ帰って国立

台湾大学政治系に入学した。在学中、二二八事件を経験し、父親が国民党軍に逮捕されたこと

に深く影響された。34 才で台湾大学政治系教授になった彭は政治主張のため、白色テロ時代

に迫害され、1970 年 1 月にアメリカに逃亡した。その後、彭は自分の白色テロ経験と逃亡後

の生活を記し、『逃亡』の一書を書き上げた。 
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蔡培火是一位極端虛榮、偽善，阿諛權勢的機會主義者。他被任命為行政

院政務委員後，得意忘形，在教會公開場合，怕別人不知道他地位的崇高，

刻意說明：「我這政務委員就等於是日本的大臣，你們知不知道。」我的

事件發生後，當局不擇手段逼迫我姊姊離職時，他完全與國民黨配合，以

許多令人不齒的言論和卑劣行動來迫害她。（筆者訳：淡水工商管理専科

学校（今の真理大学）は台湾キリスト長老教会によって設立された。私

の姉彭淑媛は雙連教會で長年熱心的に活動をしているので、長老の任を

努めていた。その故、淡水工商管理專科學校の創立校長として招聘され

た。（略）私が釈放された後、当局の圧迫はさらにひどくなり、姉は辞

任を強いられた。当の学校の理事会の理事長蔡培火は国民党と結託し、

姉にプレッシャーを掛けて嫌がらせをした。私が釈放された後、国民党

の行動はさらに横暴になった。姉が辞任しなければ教育部は強制的に理

事会を解散させるという脅迫が理事会に届いた。姉は仕方がなく、1970

年 12 月に辞任した。蔡培火は大威張りで、偽善で、権力に媚びる日和

見主義者である。彼が行政院政務委員に任命された時、悪乗りをし、教

会の公衆の目の前で、自分の地位の崇高さを見せびらかした。彼はわざ

とこう説明した「私のこの行政院政務委員、日本では大臣ですよ、あな

たたち分かる？」私の事件が起きた後、当局は手段を選ばず姉に辞任を

迫った時、彼は完全的に国民党に協力し、下劣な言論と卑怯な行動で彼

女を迫害した。） 

 

晩年の蔡培火がどういう人物であったか、十分に理解できる。蔡はただ、

文章で国民党政権を擁護していただけではなく、現実生活でも国民党の白色テ
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ロの協力者であった。 

 

以上を合わせて言えば、蔡培火も蘇新と同じく、蔡の中には、「中国優越」

意識と「台湾の脱主体化」概念が存在している。そして蔡の場合では、両者が

結合し、「中華民国こそ真の中国であり、中国国民党こそ中華民国の正統なる

統治者である。」という「党国混同」（中国語では「黨國不分」と言い、党と国

の概念が一体化していて、両者を分けないという意味である。）の概念になっ

た。 

 

第二節 謝雪紅と蘇新の衝突 

1929 年 4 月、蘇新は東京から台湾へ帰り、まず力を入れたのは、台湾各地

の鉱山労働者やきこりの労働運動である。労働者に組合概念の宣伝と組合創設

の手伝いなどは、蘇当時の任務で、1929 年 4 月から合計約 2年間、蘇は宜蘭

の太平山と基隆の二箇所で労働運動の宣伝と指導をした。 

 

1930 年 10 月、謝が主催した松山会議では、謝と後日「改革同盟」と呼ばれ

る台湾共産党内の男性知識人集団（主に中国留学と日本留学の二つのグループ）

の衝突が表面化した。蘇新もその中の一人である。 

 

両方の衝突について、表面的には共産運動の戦略や方針の違いにより生じ

たものである。1929 年 11 月、謝の主導によって、新台湾文化協会（左翼化し

た台湾文化協会）の指導者連温卿は新文協から除名され、新文協の指導権も台

湾共産党にある。そして新文協の存続問題について、謝は引き続き新文協を台
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湾共産党の所属組織として働かせて、農民組合と同じように、台湾共産党の拡

張のため働かせるべきであると主張した。その理由として、第一章の第三節に

も言及したが、謝の考えでは植民地台湾の各階級はそれぞれ違うレベルの圧迫

を受けているため、連合戦線の策略を取った方が勝算が高い。しかし、王萬得

らの「上大派」（上海大学留学生系統）の考えでは、今こそ労働運動を全面的

に左翼化する時期で、新文協の存在はそれを妨害するため、新文協は解散しな

ければならない。そして上大派がこのように主張する理由は、中国の情勢を直

接に台湾に投影したため、台湾の労働運動に対して、過度の楽観を抱いていた

97。そしてこのような相異によって、王萬得と潘欽信の上大派と蘇新が改革同

盟の協力関係を結んだ。 

 

しかし、果たして改革同盟の謝に対する敵意は、ただ戦略上の違いによっ

て生じものだろうか。1930 年の 6月、謝は林日高を連絡員として上海に派遣

するのと同時に、上海にいた翁澤生はまた連絡員を派遣して謝と連絡をとらせ、

二人の優秀な労働者を派遣してウラジヴォストークで開催されるプロフィン

テルン（赤色労働組合インターナショナル、コミンテルンがモスクワで創設さ

れた労働組合の世界組織）第五回大会に参加させるよう、謝に指示した。そこ

で謝は陳徳興と林朝宗を選出して会議に出席させることにしたが、林は途中か

ら台湾に引き返し、陳は 7月に上海に到着した。つまり、この時期に、台湾共

産党は林日高と陳徳興の二人をそれぞれ別々に代表として中国に派遣したこ

とになる98。 

 

                                                       
97  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P118-119。 
98  陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998年、P113。 
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しかし、翁澤生は明らかに林日高に対してそっけなく、極めて冷たいそぶ

りをみせた。そしてまた、翁澤生は林日高に「近いうちに連絡員を台湾に派遣

し、その際指示も持たせることになっているので、あなたは一足先に帰るよう」

と、一言だけで、林日高を帰らせた99。ちなみに、当時の林日高は謝とは同じ

く台湾共産党の指導者の立場に立っていたが、今回の連絡は失敗したため、台

湾に帰った後また謝に皮肉な言葉を言われて、挫折の中で林日高は脱党した100。 

 

では、翁澤生が言ったその連絡員は誰なのか。この人はおそらく親改革同

盟派の陳徳興である。蘇新の自伝に、この事の記録がある。 

 

要するに、1930 年陳徳興が上海から台湾に帰ったあと、蘇新に、台湾党は

右傾化日和見主義と関門主義の誤りを正さなければならない、群衆による日常

生活の闘争から大衆を糾合し、党の基礎はこうした方法でしか確立できないと

伝えた。また、自分は謝を説得しようとしたが、謝は受け入れられなかった。

そのため、もし謝は過去の誤りを認めないならば、王萬得、趙港、蘇新に相談

し、党内で党の改造を行うと蘇は陳の伝言から翁の指示を知った。そして 1931

年 1 月に、改革同盟が結成、王萬得、趙港、蘇新ら 5人が委員となった101。 

 

2 月、潘欽信が代表として『告台湾共産主義者書』などの書物を持って台湾

へ帰り、王萬得、蘇新ら改革同盟のメンバーを集め、上海の指示を伝えた。し

かし潘欽信も、翁澤生の指示は党の内部に別のグループを作ることではなく、

                                                       
99  陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、1998年、P114。 
100  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P121。 
101  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P46-47。 
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大衆の組織と闘争を展開し、一般党員のレベルを高めて、大会で下から上に向

かって批判して党を改造すると、改革同盟の誤りを指摘し、同盟を解散させた

102。 

 

そして大会の準備が進んで、次は、大会のメンバーリストが問題になった。

蘇の記録によると、謝たちは絶対的な少数派なので、彼らも大会を参加する必

要があると蘇は述べたが、謝たちは絶対自分の誤りを認めないので、彼らが参

加しても何の問題も解決できない、それだけではなく、今後の党の方針を彼ら

に知らされたら、きっと仕事の妨害になると、王萬得と潘欽信が答えた。 

 

つまり、改革同盟派、主に王萬得と潘欽信は党内でグループを作ってはル

ール違反だと知っていながら、謝たちを大会から外した。そして、1931 年 5

月「台湾共産党第二次大会」で謝雪紅、楊克培、楊克煌は党籍を剥奪された。

代わりに、王萬得、潘欽信、蘇新が常務委員となり、三人で「書記局」を構成

し、王萬得は書記、潘欽信は組織部長、蘇新は宣伝部長という、台湾共産党の

新しい中央が確立した103。 

 

つまり、すくなくとも蘇新の記録では、潘欽信が上海から帰った後、一連

の動きでは、謝と楊は完全に排除された。謝派と改革同盟は戦略上で衝突があ

ることは確かだが、謝から党中央の立場と権力を奪ったのも確かである104。し

かし、その理由は何だろうか。 

                                                       
102  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P47-48。 
103  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P48。 
104  陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P116-131。 
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大会で可決した議案について、陳芳明は一つの問題を提出した。「謝たちの

除名」以外に、「改革同盟の解散」、「党の機関誌の発行」、「新しい政治テーゼ

の作成」などがあり、その中に「中国共産党の友情的なアドバイスを受け入れ、

挨拶状を送る」という項目がある105。台湾共産党の正式名称は「日本共産党台

湾民族支部」であって、つまり台湾共産党の正式の指導権は日本共産党にあっ

て、中国共産党はあくまで補佐である。政治大綱の中も「台湾民族」の存在を

前提としている106。なのに改革同盟派は何故、中国共産党の「友情」を受け入

れて、「同民族」の内部党員を除名したのか。台湾共産党内部の民族問題と階

級問題の矛盾と衝突についてはまだ更なる分析が必要である107。 

 

以上の記録と上海読書会事件の後、蔡孝乾、洪朝宗、潘欽信、謝玉葉（翁

澤生の妻）は逃亡、任務放棄のため、謝に党から除名された事実、さらに、蔡

孝乾、潘欽信、王萬得は元々中国共産党党員という、以上の事実を合わせて見

れば、これは単なる策略の違いによる内紛ではない。個人の恨みも含まれてい

て、特に、第二章のまとめも書いた通り、王萬得は文化大革命まで謝に対して

深い恨みを抱えている。それでは、改革同盟派の男性知識人は謝に対してどう

思っていたのか、また、両者はどこが違うのか、これらの問題について、蘇新

の視点は欠かせない。蘇新の視点を通じて、謝と台湾共産党内部の男性知識人

の衝突の一側面が捉えられるはずである。 

 

                                                       
105  陳芳明『殖民地台灣 左翼政治運動史論』、台北市：麥田出版、2006 年、P154。 
106  台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942 年、

P593-602。 
107  陳芳明『殖民地台灣 左翼政治運動史論』、台北市：麥田出版、2006 年、P155。 



 

87 
 

以上で、蘇新を取り上げる理由と蘇新視点の重要性、及び蘇新の代表性を

説明する。本稿が引用した文章もほぼ戦後に書かれたものなので、戦前の蘇新

について、戦後の蘇新はこう解釈していると、自己弁護の可能性も考えなけれ

ばならない、という前提としての考察である。 

 

前述の通り、少年時代の蘇新は台南師範学校を退学させられたことがある。

学校の中に、日本人学生と台湾学生の対立がひどくてよく喧嘩していたが、日

本人教師は大体日本人学生を庇う。日本人教師は台湾人学生を差別していて、

このような行動は台湾人学生の反感を買い、台湾人学生はよく不服を唱え、反

抗的姿勢を取った。蘇新は級長なので、このような揉め事があれば、大体蘇新

の責任になり、さらに、一部の日本人学生は蘇新が唆したと濡れ衣を着せよう

とした。 

 

我從這個時候起，就開始痛恨日人學生的「民族優越感」和日人教師對

台人學生的「民族歧視」。第二是常看到日人警察打罵台灣人老百姓，認

為太沒有道理，太野蠻；又看到台灣來的日本人什麼都比台灣人高一等，

如日本人教師的薪水比台灣人教師多，日本人學生的津貼九元，台灣人

學生的津貼只有六元等。第三是，當時台灣已有一個群眾團體「台灣文

化協會」，到處開講演會，進行啟蒙運動。（略）受了這些刺激和影響，

就開始思考「日本帝國主義為什麼統治台灣」和「台灣人民的前途」等

問題。這可以說是我的「民族意識」和「反對日本帝國主義的萌芽」。在

這樣的情況下，在學校發生了一件事情。第三年級的時候，因一個台灣

人學生對日人教師有些不禮貌的行為，被教師毆打，引起全班學生的罷
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課，結果我也在內，一共被開除了十多名。（略）（筆者註：當時）還沒

有認識到台灣怎樣才能得到解放，只以為台灣人沒有教育，沒有文化，

所以才會受到壓迫。因此，就想以教育來救出台灣人民108。（筆者訳：私

はこの時期から、日本人学生の「民族優越感」と日本人教師の「民族

差別」を非常に憎んでいる。第二、日本人警察官はよく台湾庶民に対

して暴力を振る舞い、罵り、極めて不合理で野蛮である。しかも、台

湾に来た日本人は何よりも台湾人より一段上で、例えば、日本人教師

の給料は台湾人教師の給料より高く、日本人学生の補助金は九元なの

に台湾人学生の補助金はわずか六元など。第三、当時台湾は群衆団体

「台湾文化協会」があり、あちこち講演会を開催し、啓蒙運動を行っ

た。（略）これらの刺激と影響を受けて、私は「何故日本帝国主義は台

湾を統治している」や「台湾人民の行き先」などの問題を考え始めた。

これは私の「民族意識」と「反日本帝国主義の芽生え」と言えるので

しょう。このような状況で、三年生の時、一人の台湾学生が日本人教

師に対して無礼な行動を取ったので、教師に殴られ、そしてクラスの

ストライキになった。私を含めて、合計十数人の学生は退学処分とな

った。（略）（筆者註：当時）私はどうすれば台湾は解放されるのかを

意識できず、ただ、台湾人は無教育、無文化なので、圧迫されると思

っていた。なので、教育で台湾人民を救おうとした。） 

 

蘇新は蔡培火と同じ、「台湾の無文化」に悩んでいて、この問題を解決する

ために、それぞれの方法を見つけて、理論を学び、そして「教育」に目をつけ

                                                       
108 蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P38-39。（文集で

の日付：1952 年） 
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た。ここで言う「教育」は「学校教育」に限らず、文筆活動に通じて「台湾の

文化、文明」を高めることも含めている。 

 

到東京後（略）志願是想將來讀大學文學系，當新聞記者或文學家。認

為，當新聞記者比較自由，不會受壓迫，又可以寫文章做啟蒙運動，教

育台灣人民。（略）（筆者註：考進東京外國語學校英文學系後）當時我

雖然參加了社會科學研究會，參加了學生運動，仍然想將來要做新聞記

者或文學家。（筆者訳：東京についたら（略）将来、大学に入ったら、

文学を専攻したい、卒業したらジャーナリストや文学家になりたい。

ジャーナリストの仕事は比較的に自由で、圧迫されることも少ない。

文章を書いて啓蒙運動に参加し、台湾人民を教育する109。（略）（東京

外国語学校英語専攻に合格後）当時私は社会科学研究会や学生運動に

参加したが、将来は変わらずジャーナリストや文学家になりたい。） 

 

また、戦後も、 

 

一九四五年八月十五日，日本投降了。（略）被日本統治了五十多年，今

天終於能夠脫離日本了，但這並不是台灣人民自己爭取過來的，今後台

灣不知道會變成怎麼樣？我自己呢？自己還是向「文化界」或「學界」

這一方面發展自己的前途110。（筆者訳：一九四五年八月十五日、日本は

降伏した。（略）五十数年も日本に統治され、やっと日本から離脱する

                                                       
109 蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P39-40。（文集で

の日付：1952 年） 
110 蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P60。（文集での

日付：1952 年） 



 

90 
 

ことができる。しかしこれは台湾人民自身の働きの結果ではない、今

度の台湾はどうなるのだろう？私はどうすればいい？やっばり「文化

界」や「学会」を目指す。） 

 

結局、蘇新はジャーナリストも文学家もなれなかったが、生涯文筆活動に

身を捧げ、雑誌や新聞の編集者として社会問題を批判し続けていた。この点に

ついて、蘇新と蔡培火も似ていて、二人共雑誌や新聞で積極的に活動を展開し

た。 

 

1928 年 7、8 月、王敏川の誘いで東京で新文協の機関誌『台湾大衆時報』の

編集長をつとめ、戦後、1945 年 10 月陳逸松の誘いで王白淵、陳逢源ら、「ジ

ャーナリスト、編集、工場の経理、銀行の職員など、上層の知識人」と「台湾

政治經濟研究会」を組織し、雑誌『政經報』を発行、12 月まで編集長を務め

た111。その後すぐ宋斐如、鄭明祿らと『人民導報』を創刊、同じく編集長とし

て働いていた。しかし、中国国民党の弾圧で、1946 年 5、6 月に辞任させられ

た。それから 1946 年の後半に『台湾評論』で編集をつとめ、『自由報』を創刊、

5、6月に文化団体「台湾文化協進会」を創設、1947 年の二二八事件までその

機関誌の『日文時事』と『台湾文化』の編集を務めた。 

 

蘇新も蔡培火も自ら知識人と自任し、自分は知識人として「台湾文化」と

「啓蒙」の責任があって、政治批判をしながら文筆活動で社会運動を参加した。

蘇はこうして「上層の知識人」とよく交流し、労働者の視点から漸次離れてい

                                                       
111  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P60-62。（文集で

の日付：1952 年） 
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く。 

 

戦後から二二八事件まで、蘇新の思想状態は『政經報』でその一側面を捉

えられる。 

 

「論人事問題」で中国国民党に対する期待と失望を語った。人事問題につ

いて、中国国民党は、台湾人なのに日本人に協力して台湾人を虐待した「奸党」

こと「台湾人警察官」や「御用紳士」、日本人官吏などを解雇せずに続けて雇

用することに、蘇新は怒りを感じた。しかし、同時に、蘇新も幾つかの解決法

を提出し、中国国民党に対する期待を見せ、自分と読者を励ました112。 

 

米価高騰の問題について、蘇新も文章を書いた。当時、五人家族の一ヶ月

の米代は少なくとも 700 元の高価になった。当局は「管理糧食臨時辦法」を公

表し、米の配給制を実施するようになったが、一体配給を受けていたのは何人

がいるのだろうかと、蘇は疑った。この「臨時辦法」は食糧問題を全く解決で

きず、むしろ事態をさらに悪化させるだけだと、蘇は指摘した。「当局は決し

て不純な動機でこの『臨時辦法』を実施したと私たちは固く信じている。長官

（陳儀）が赴任した当日、飛行機から降りた途端すぐ、省民の皆さんのお腹を

すかせることはないと保障したことは何よりの証拠である。」では、何故この

ようなことがあったのか、それは「日本人陰謀家の話を信じ、騙された」と弁

解した113。 

                                                       
112  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P152-158。初出：

『政經報』、vol1-3、1945 年 11 月 25 日。 
113  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P159-162。初出：
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これらの文章では、蘇新の中国国民党に対する期待と信頼が見られる。以

上の文章以外に、「主義‧機構‧人物」114、「『内地』と『内地人』」115など文章で、

日本人を「異民族」と呼び、いわゆる「外省人」に対して、「同胞」、「兄弟」

と呼んでいる。言い換えれば、この時期の蘇新の中国国民党に対する信頼感は

「同民族」意識から生じたものである。さらに、『憤怒的台灣』では随所に「国

家民族」、「祖国」などの言葉を使い、「中華民族」の意識が見られる。 

 

蘇新の中国国民党に対する期待と信頼は、蘇が「三民主義青年団」に参加

した事から見ることができる。 

 

不知道蔣介石的法西斯統治的台灣人民，當初都以為台灣真正解放了，政

治運動可以自由了，於是各地成立了許多大大小小的團體（略）甚至誤認

「三青團」為真正三民主義的青年組織，而許多青年都加入了它。他們的

目標是模糊地標榜：協助新台灣的建設，促進台灣地方自治的實現，擔負

起過渡時期地方治安的維持，三民主義的研究和對一般群眾的民主思想的

啟蒙教育等等。（略）可是這些團體的領導者之中，多抱有政治野心（略）

或利用混亂的過渡時期，爭取各種利權（略）但是，也有不少真正出於愛

國、愛民族的熱忱，努力普及國語，和展開政治教育的活動116。（筆者訳：

蔣介石のファシズム統治の知らない台湾人民は台湾は本当に解放され、

                                                                                                                                                           
『政經報』、vol2-1、1946 年 1 月 10 日。 
114  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P163-165。初出：

『政經報』、vol2-3、1946 年 1 月 10 日。 
115  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P175-176。初出：

『新新』月刊、1947 年新年号。 
116 蘇新『憤怒的台灣』、台北市：時報文化、1993 年、P38-39。 
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政治活動も自由になったと思った。そのため各地で大小さまざまな団体

が創設された。（略）さらに、「三青団」は本当の三民主義の青年組織だ

と誤解し、多くの青年は参加した。彼らの目標は、新台湾の建設の手伝

い、台湾自治実現の促進、過渡期の地方治安の維持、三民主義の研究、

一般民衆に対する民主思想の啓蒙教育など漠然と標榜していた。（略）

しかし、これらの団体の主導者の中に、政治的な野望を抱えている人が

多く（略）もしくは混乱な過渡期を利用して、各種の利権を手に入れよ

うとした。（略）でも、その中に、愛国、愛民族の真心から、国語の普

及や政治教育の活動に参加する人も少なくない。） 

 

ここで蘇が書いた「愛国、愛民族の真心から、国語の普及や政治教育の活

動に参加する人」というのは彼自身のことであると推測できる。しかし、これ

らの期待と信頼はすべて、二二八事件の後、絶望と失望に変わっていた。この

『憤怒的台灣』の出版とその内容がその何よりの証拠である。 

 

1947年 7月13日蘇新が香港に到着したあと、謝とは同じ廖文毅の「託管論」

117を反対するため、しばらく協力関係を結んだ。蘇は雑誌『新台湾』の編集と

して再び文筆、宣伝活動に戻った。そして 1948 年 7 月正式に中国共産党党員

になり、1949 年 3 月『憤怒的台灣』が出版され、以降、蘇新の民族主義の傾

向はさらに顕著になっていった。 

 

                                                       
117  廖文毅の「託管論」。廖文毅の「信託統治下の自治」というものは、極めて簡潔に説明する

と、国際連合の信託統治の下自治を行い、台湾独立という 終的な目標の達成を目指すことで

ある。陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P284-286。 
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蘇と謝の和解は長く続かなかった。約 1949 年後半から 1950 年前半までの

出来事である。 

 

（筆者註：1949 年 10 月 1 日中華人民共和国建国）外交部的亞洲司需要

一個日本科的科長，找不到人。那時候周總理當外交部長，任命我當日本

科科長（略）可惜出任日本科科長的事，因謝雪紅極力反對而不成。對這

點，她大概是驚，她沒有本事，她一個女孩子，也無讀冊，也無受什麼教

育，在工作能力、專業能力方面要勝過我，當然是不可能的。但是，在共

產黨的環境下把她造成什麼主席，大家都可以接受，這是另外一個問題，

並不是說她有什麼能力。我可以當日本科的科長，她要當什麼日本科的科

長呢？這是不可能的。再說我能當中央統戰部研究室的一個組長，她能當

什麼呢？她是可以當個臺盟的主席，公開出來講幾句話，這樣子而已。118

（筆者訳：外交部のアジア部門は日本科の科長が必要だったが、適任者

が見つからなかった。あの時周総理は外交部長で、私を日本科科長に任

命した。（略）惜しいことに、日本科科長のことは謝雪紅の反対で台無

しになった。このことについて、彼女は多分怯えているのだろう。女の

子一人で、実力もない、教育を受けたこともほとんどない、仕事の能力、

専門能力などで私に勝つなど、あり得ない。しかし、共産党という環境

の下に、彼女をなにかの主席にすることはまた別の問題で、皆納得して

いる。彼女が何かの能力を持っていることではない。私は日本科科長に

かなうが、彼女は日本科科長になれるのか？私は中央統戦部研究室の組

長にかなうが、彼女はなにになれるのか。台盟の主席になり、人前に顔

                                                       
118  蘇新口述、葉芸芸整理「蘇新回憶錄」、『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報

文化、1993 年、P90-91。（口述の時間は明記されていないが、葉は「亡くなる直前」と書いた。） 
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を出して一言二言を言うのはできるけど、それだけだ。） 

 

謝はどのような理由で反対したのか、今のところ的確な証拠がない、ただ、

蘇新の視点から見れば彼はそう思っている。実は、蘇新だけではなく、張深切

も似たような記録を残した119。当時の男性知識人の中、謝には、「女一人」、「駆

け落ち妾」、「教育を受けたことがない」というイメージがあったの確かである。

蘇新すらそう思っているなら、他の台湾共産党男性党員はなおさらである。つ

まり、改革同盟の謝に仕掛けた権力闘争の問題について、それはただ運動方針

の違いによるものではなく、1928 年蔡孝乾、潘欽信らが逃亡、任務放棄のた

め、謝に党から除名された恨み以外に、「無知識、無教育の女が自分より上に

立つことがどうしても耐えられない」という男性中心、知識人中心の考え方が

裏に働いていた。彼らは、少なとく蘇新は共産党党員として、共産主義の「教

育」を受けて、「勉強」もしているが、しかしこのような性別の問題で自分自

身の矛盾をみずから暴露している。以上の文章で暴き出されたのは、男性中心

の思想のみならず、知識人の優越感と台湾社会運動において性別意識不足の伝

統が残っていたことも明かになった。 

 

蘇新の中華民族主義の問題に戻る。 

 

晩年の蘇新の政治主張は「關於「台獨」問題」の一文に見られる。文章

の 後で 1980 年 5 月 5 日の作成期日が付けられ、蘇新は 1981 年 11 月に北京

で亡くなったので、「關於「台獨」問題」は確かに、 晩年の蘇新の文章であ

                                                       
119 陳芳明『謝雪紅評傳』、台北市：麥田出版、2009 年、P42-43。張深切『里程碑』、台北市：

文經、1998 年。 
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る。 

 

文章の冒頭で、蘇新は「宗主国」という言葉を使い、台湾と中国の関係を

明示した。 

 

台灣是日本的殖民地，日本人是統治民族，台灣人是被統治民族。（略）

當時的台灣，階級矛盾和民族矛盾，兩相比較，民族矛盾是主要矛盾。當

年，我們是這樣分析台灣社會的120。（筆者訳：台湾は日本の植民地で、

日本人は統治民族であり、台湾人は被統治民族である。当時の台湾にお

いて、階級矛盾と民族矛盾を比べれば、民族矛盾は主な矛盾である。当

時、私達はそう台湾社会を分析した。） 

 

ここで言う「当時」は改革同盟のことを指しているのだろう。蘇がこの結

論に辿り着いたのも、台南師範学校の経験と繋がりがあるはず。 

 

當時的所謂「獨立」當然是指「脫離日本帝國主義的統治」，自己成為「獨

立的國家」。當年第三國際領導下的任何殖民地的革命鬥爭都是採取這種

方針的。至於「獨立」以後，怎麼辦？第一個綱領是提出「建立台灣共和

國」。第二個綱領是提出「建立工農民主獨裁的蘇維埃政權」（此時，大陸

瑞金已有中央蘇區）。（略）當年，我們只能考慮到這一點，至於以後怎麼

辦？那就要看全世界尤其是中國革命的發展來決定了。（略）當時提出「打

倒日本帝國主義」，脫離日本的統治，是對的。但主張「台灣獨立」是不

                                                       
120 蘇新「關於「台獨」問題」、『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993

年、P265。（文集での日付：1980 年 5月 5日） 
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對的。意思是說，打倒日本帝國主義以後，台灣應該歸還中國。因此台灣

本來就是中國的領土，只是由於打仗，敗給日本，台灣被日本奪去了，應

該把日本打倒，再把台灣奪回來。至於台灣能不能歸還中國，什麼時候歸

還中國，那是中國革命成功以後的事情。但思想上是有「台灣歸還中國」

的準備。因此建立政權時就考慮到採取和「中國蘇維埃政府」相同的建制

（第二個綱領），這一點非常重要121。（筆者訳：当時のいわゆる「独立」

は、もちろん「日本帝国主義の統治から離脱」して、「独立国家」にな

ることを指す。当時コミンテルンの指導を受けていたすべての植民地の

革命闘争はこの方針をとっていた。「独立」した後はどうすればいいの

かというと、一つ目の綱領は「台湾共和国建国」。二つ目の綱領は「工

農民主独裁のソビエト政権」である。（その時、大陸の瑞金ではすでに

中央ソビエト地域があった。）（略）当時、私達はそれしか考えられなか

った。それからどうすればいいのか、それは全世界、特に中国革命の進

展によって決めることにする。（略）当時提出した「日本帝国主義を倒

す」、日本の統治から離脱することなど、これは正しい。しかし、「台湾

独立」の主張は間違っている。日本帝国主義を倒した後、台湾は中国に

返却するべきである。台湾は元々中国の領土で、ただ戦で日本に負けた

ため、台湾は日本に奪われたので、日本を倒して台湾を奪い返すのが当

然である。台湾は中国に返却できるかどうか、いつ返却するのか、それ

は中国革命が成功した後の話である。でも、思想で「台湾を中国に返却

する」の準備はしている。ゆえに、政権の建立について、「中国ソビエ

                                                       
121 蘇新「關於「台獨」問題」、『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993

年、P265-266。（文集での日付：1980 年 5 月 5日） 
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ト政府」と同じの制度にした（二つ目の綱領）。これはとても重要なポ

イントである。） 

 

以上は改革同盟の政治立場の説明と言えるのだろう。つまり、改革同盟が

「台湾共産党第二次大会」を開く理由について、一つとても重要な政治目的が

ある、それは「台湾を中国に返却する」の手順である。そしてこのことが順調

に進むために、台湾共産党の中央は蔡孝乾、潘欽信、王萬得らの中国共産党党

員に掌握されなければならない。しかし、引用文に書いた通り、コミンテルン

の方針によれば、植民地は植民統治から離脱した後は独立するべきだが、改革

同盟の予想では「独立」した後も「中国に返却する」。言い換えれば、改革同

盟はただ共産主義という方法を、自分の中華民族主義のために動かせているだ

けである。 

 

當前的台灣社會，很顯然跟五十年前完全不同。（略）資產階級的代表蔣

政權統治著台灣。官僚雖然大部分是大陸籍人，但他們也是中國人，是中

華民族，並不是什麼別的民族。所以主要矛盾是階級矛盾，不是民族矛盾。

「台獨」各派有一個共同的、 大的錯誤，就是把國民黨人當作外來的異

民族侵略者，把大陸的人稱為「中國人」、「中國民族」、「中華民族」，把

原來的台灣人稱為「台灣民族」，故意製造一種民族矛盾，把台灣的革命

鬥爭說成是「反對外來侵略的民族獨立運動」122。（今の台湾社会は、明

らかに 50 年前とは全然違う。（略）資産階級の代表、蔣政権が台湾を統

                                                       
122  蘇新「關於「台獨」問題」、『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993

年、P266-267。（文集での日付：1980 年 5 月 5日） 
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治している。官僚の大部分は大陸人だが、彼らも中国人であり、中華民

族である。他の民族ではない。なので、主な矛盾は階級矛盾で、民族矛

盾ではない。「台独」の各系統は一つの同じの、 大の過ちを犯してい

る。それは国民党人を外来の異民族の侵略者だと見なしていることであ

る。大陸の人を「中国人」、「中国民族」、「中華民族」と称し、元の台湾

人を「台湾民族」と呼んでいる。わざと、一種の民族矛盾を作り、台湾

の革命闘争を「反外来侵略の民族独立運動」と歪曲した。） 

 

台灣問題是世界上 複雜的問題之一，是國內問題，又是國際問題。「台

獨」的先生們把複雜的問題簡單化了。他們 大的錯誤是：（一）他們把

台灣和大陸孤立起來，不懂大陸的歷史，也不懂台灣的歷史，更不懂台灣

的歷史和大陸的歷史的關係。特別是，不了解血統是構成民族的決定性因

素，也是產生民族感情的 決定性的東西。（略）台灣應不應獨立，能不

能獨立，決定因素是今天的國際國內的現實的政治鬥爭（不是那些空洞的

理論）。其中 重要的因素有兩條：（1）台灣獨立對台灣人民有利還是不

利（對國家，對整個民族，有利還是不利）；（2）台灣獨立有沒有具備這

個條件。我們的回答是：（1）台灣獨立，對台灣人民不利（當然對民族，

對整個中國，都不利）；（2）沒有具備條件，因為首先多數台灣人民不同

意，祖國人民不答應，中國政府不允許，世界上沒有一個國家會承認「台

灣國」123。（筆者訳：台湾問題は世界中 も複雑な問題の一つである。

国内問題でありながら、また国際問題でもある。「台独」の先生たちは

                                                       
123  蘇新「關於「台獨」問題」、『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993

年、P294-295。（文集での日付：1980 年 5 月 5日） 
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複雑な問題を簡単化した。彼らの も大きな誤りは：（一）彼らは台湾

と大陸をそれぞれ孤立させた。大陸の歴史が分からない、台湾の歴史も

分からない、さらに、台湾の歴史と大陸の歴史の関係がわからない。特

に、血統は民族を構成する決定的な要素だとわかっていない。それは民

族感情を育む も決定的なものである。（略）台湾は独立するべきでは

ない。独立できるかどうかを決められるのは、今日国際、国内の現実的

な政治闘争（空しい理論ではない）である。その中に も需要な要素が

二つある：（1）台湾独立は台湾人民に対して、有利なのか、不利なのか。

（国家、民族全体に対して有利なのか、不利なのか。）；（2）台湾独立の

條件は備えているかどうか。私達の返事は：（1）台湾独立は台湾人民に

対して不利である。（もちろん、民族、中国全体に対して不利である。）

（2）條件は備わっていない、まず大多数の台湾人民は同意しない、祖

国の人民も同意しない、さらに、中国政府は許さない。世界中「台湾国」

を認める国家は一つもない。） 

 

以上の引用文で、蘇は「中華民族論」を前に出して、蔣政権と台湾人民と

は階級問題で、民族問題ではないと強調した。しかし、中国優越意識を持って

いる中国政府も、台湾人に対して、ただもう一つの統治階級であると、蘇は理

解していない。「中国優越」と「台湾の脱主体化（desubjectification）」の問題は

現実では解決されていない、この文章も解決法を提出していない。この問題は

「同民族」だから自動的に解消するはずがない。もちろん、それも「血縁関係

の中華民族」は本当に存在しているという前提が成立する場合の話である。    
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ここで、謝雪紅と比較してみれば、蘇には階級意識不足の問題がみられる。

蘇は底辺社会の経験がないため、圧迫された者の気持ちに対して共感を欠いて

いると考えられる。換言すれば、「階級」よりも、蘇は「民族」に関心を寄せ

ている。 

 

歴史問題について、蘇の考えでは、台湾は「中華民族」の枠組みの中にこ

そ、「中国歴史」に合致する。「歴史」の「習慣」に合致しなければ、民族にも、

中国にも不利なので、台湾にも不利である。しかし、何故台湾独立は台湾人民

に対して不利であり、民族、中国全体に対しても不利であるのか、これ以上詳

しい説明がない。 

 

「關於「台獨」問題」の一文は、少年蘇新の師範学校の経験とは好対照で

ある。蘇新は日本人学生の「民族優越感」と日本教師の「民族差別」を非常に

憎んでいて、それから民族主義の方法で台湾の苦境を解決しようとした。そし

て 晩年の蘇新が辿り着いたのは中華民族主義の路線である。しかし、蘇新は

中華民族主義と日本帝国主義の共通点、すなわち「台湾の脱主体化」という点

に気付かなかった。56 年探り続けてきながら、蘇新は自分の初心が一番嫌っ

ていた路線に戻ってしまったのである。 

 

蘇新の中華民族論の主張は終始一貫している。少なくとも、蘇が 1952 年に

残した自伝と 1980 年 5 月 5 日に彼が残したこの文章、「關於「台獨」問題」を

繋げてみれば、以上の結論が出てくる。帝国主義に抵抗するため、社会運動に

身を投げ出した蘇新が、結局 後に帝国主義の支持者となった。 
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しかし、蔡培火と同じく、72 才の高齢の蘇新が中共内部において、その地

位も定着している中で、この文章を発表した意味、目的はいったい何なのか、

疑問である。 

 

1980 年 7 月、蘇新は台盟のメンバーを率いて日本へ日本在住海外中国人の

懇親会に参加した124。これは、ある意味で中共の蘇新への「ご褒美」だと考え

られる。では、1980 年 5 月に発表したこの「關於「台獨」問題」もこの「ご

褒美」と何か関係があるのではないかと、感じられる。つまり、「關於「台獨」

問題」はただ蘇新の名前を借りて発表したものの可能性がある。もしそうだと

しても、蘇新も蔡培火と同じく、このような内容、行為を彼は黙認したのであ

る。 

 

例えこの推測は事実ではなく、「關於「台獨」問題」は確かに蘇新自身の文

章だとしても、蘇新も蔡培火と同じ、「中国優越」意識と「台湾の脱主体化」

概念は存在している。ただ、違う主張によって包み隠されているだけだし、ま

たさらに多くの文章を書いて自分を弁護しようとした。 

 

第三節 まとめ 

同じ西洋の説を借用し、自らの武器にしても、謝が共産主義という武器で

反植民、反帝国主義の姿勢をとったのとは、蔡も蘇もその違いがとてもはっき

りとする。また蔡の自治説は日本と「同化」するのか、それとも日本から「離

                                                       
124  蘇新『未歸的台共鬥魂 蘇新自傳與文集』、台北市：時報文化、1993 年、P373。 
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脱」するのか、その姿勢はかなり曖昧である。つまり、少なくても、右翼の請

願運動では「抗日」と日本人としての権利を求む「親日」の境界線は非常に判

断し難いところである125。 

 

そうだとすれば、謝の角度から見れば、勿論、蔡の主張に同意するわけに

はいかない。例え自治運動が成功しても、帝国主義、植民制度、もしくは封建

制度、階級問題、資本主義など、自治運動には何の問題も解決できずにいた。

蔡培火にしても、当時の右翼知識人も、底辺社会の苦しみに対して、切実さの

ある理解は欠けていた。 

 

また、同じ「自治」という名称を使っているが、謝の「自治」の目的は植

民と帝国主義からの離脱で、蔡、もしくは請願運動の「自治」は実質的に植民

制度を認め、帝国主義の下に「事実としてのより良い生活」を求めていながら、

日本政府の弾圧に対して、再三譲歩した。しかし謝も蔡も、「自治」主張は失

敗した。この二人の例から見れば、ただ外来勢力に対して、強権に「自治」を

要求するならば、実現する可能性は低い。 

 

また、ポストコロニアル理論家 Albert Memmi が植民者と被植民者と関係を

分析する時、植民者は被植民者の種々のマイナスイメージを作り、その植民統

治の正当性を固める傾向があると、彼は指摘した。もし、被植民者がこのよう

                                                       
125  小熊英二「「異身同體」之夢」『近代化與殖民 日治台灣社會史研究文集』、台北市：台大出

版中心、2012 年 4 月、P277-278。 
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な落後で愚鈍なイデオロギーを納得したら、それは植民者との権力関係の中に

押し付けられた役割を認めたことと同様である126。 

 

蔡と蘇の二人の男性知識人は、二人共台湾の「無文化」「無教育」に悩んで

いた。そのため、自分は知識人として、「無文化」「無教育」な台湾人を導き、

教育する責任ある。その問題を解決するため、それぞれの方法、理論を学んだ

が、底辺社会、 弱者に対して切実さのある共感が乏しい。そのため、階級よ

りも民族を問題にしていて、民族問題により多くの注意を払った。 

 

被植民者意識はこのように蔡と蘇の中に働いている。 

 

さらに、蘇の中に、謝はまさにその「無文化」「無教育」な台湾人のイメー

ジが付きまとってそれを拭い去ることはできなかった。このような「無教育」

の人が自分の上に立つことにどうしても耐えられなかった。謝の存在に通じて、

蘇新の男性優越意識、知識人優越意識が浮かび上がり、さらに、「台湾自治」

「台湾自主」を終始堅守している謝と比べたら、蘇と蔡の被植民者意識の強さ

が再び浮かび上がってくる。 

 

彼らは 初に被植民者として不平を感じ、そして社会運動に身を投げ出し

たが、蔡と蘇の晩年から考えてみれば、彼らは 後に強権に妥協した。例え前

述で引用した文章は自分の手で書いたものではなくても、彼らは文章の内容と

自分の看板扱いを黙認した。そして国民党と中共の立場から見れば、知識人と

                                                       
126  陳翠蓮『台灣人的抵抗與認同 1920-1950』、台北市：遠流出版公司、2008 年 8 月、P75。 
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して強権に妥協した蔡と蘇には利用価値があり、妥協しなかった謝は利用価値

はない、だから中共は簡単に謝を捨てた。 

 

蔡と蘇の行動は、まさに第二章第二節で引用した臬紹の「自治與正統」で

批判した通り、「中国の正統観念は国民党政権が崩壊したからといって、ただ

ちに消滅するものではないからである。たとえ国民党政権が打倒されても、ま

たいわゆる連合政府が成立したとしても、その時にはやはり『中国が台湾を統

治する』という正統観念が従来同様に踏襲され（略）その結果、台湾では単に

省主席の顔ふれが変わって新旧交代しただけにすぎないことになる。」127とう

ことになる。 

 

しかし、知識人の社会運動路線にも彼らなりの価値がある。知識人だから

こそ、紙面の文筆活動ができ、歴史研究の素材をたくさん残した。さらに、右

翼も知識人も、社会活動の多様性を保つことには非常に重要である。台湾共産

党と台湾文化協会の経験から見れば、非合法の左翼運動が潰された時に、反抗

の精神は引き続き右翼運動の存続と共に引き継がれて、また次の世代へと希望

を託すこともできた。 

 

 

 

  

                                                       
127  臬紹「自治與正統」、『新臺灣叢刊第四輯 自治與正統』、香港：新台灣出版社、1948 年 1

月 1日、P22-23。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、

1998 年、P320-322。 
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結章 

謝雪紅は自身の底辺社会経験から、台湾人が向き合っていた封建制度、男

性優越主義、帝国主義、資本主義の諸問題に気づいた。また、「米騒動」から

「五四運動」まで一連の事件を通じて、階級の存在が認識され、反抗の可能性

を見つけた。換言すれば、今まで自分自身の不幸は「運命」ではなく、社会制

度の問題だと気付き、自分の人生の主導権を取り戻すことも可能であると、謝

は気づいたのである。 

 

そしてロシアで謝は共産主義という方法を学び、日本クラスのクラスメー

トとの衝突でこの方法で解決した。これは謝雪紅の人生において、とても重要

な突破である。 

 

台湾へ帰った後も、謝雪紅も引き続き共産主義を武器として使っていた。

台湾農民組合の三つの提綱が示した通り、謝は自身の経験から出発し、共産主

義の思想で自分の境遇を理解、分析して、台湾の困難を解決しようとした。 

 

謝は自分自身の経験を通じて、封建制度における女性の複雑な立場を認識

したので、女性の問題はただ性別の問題ではなく、台湾人全体の問題でもある。

また封建制度と帝国主義こそ台湾人を苦しめてきた原因であると謝は理解し

た。植民地台湾の各階層はそれぞれ違うレベルの圧迫を受けているため、この

点において、各階層の立場は台湾人としては、同じである。 

 

この認識も謝の社会運動の姿勢に反映している。労働者運動、共産主義の
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方針について、新文協を解散させるよりも、農民組合と同じように、新文協を

台湾共産党の拡張のため働かせるべきである。この連合戦線の考え方も、謝の

経験と関係があると考えられる。換言すれば、謝の中には常に多重の圧迫を受

けている台湾人の影があり、これそこが謝の抵抗の原動力であると考えられる。 

 

そして国民党の再植民と二二八事件の打撃を受けても、謝は抵抗を諦めな

かった。中国に渡り、香港で台湾民主自治聯盟を結成した謝は今度、中国共産

党の勢力を借りて、国民党政権とその背後にあるアメリカ帝国主義に対抗しよ

うとした。再植民の経験を経て、謝と台盟のメンバーたちははっきりと知って

いる。「中国正統」の概念が存在する限り、「台湾独立」も「台湾自治」も形ば

かりの形式だけで、本質は依然として何も変わらず、ただ統治者の顔ふれが変

わって新旧交代しただけにすぎないことになる。 

 

故に、中共の内部においても、謝は抵抗を諦めず、「台湾自治」の理想を諦

めなかった。しかし、謝が終始堅守してきた「台湾自治」や「台湾人無漢奸論」

が表した台湾中心の考え方は、中共の弾圧をもたらした。そして中共の政治中

心から駆逐され、結局、非道な弾圧を受けることになった。 

 

それでも謝は妥協することはなかった。「どうか 後まで戦いぬいてくださ

い。 後の勝利は台湾人のものですから。」という遺言の通り、謝は 後まで

台湾を諦めなかったのである。 

 

封建制度の象徴とも言える養母の虐待に対して、謝は諦めなかった。日本
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帝国主義と日本クラスのクラスメートの差別に対して、謝は諦めなかった。国

民党政権のさらなる残酷に対して、謝は諦めなかった。中共の弾圧と裏切りに

直面しても、謝は諦めなかった。 

 

謝は 初から 後まで抵抗の精神を貫いた。謝がいつも思っているのは、

総ての力と方法を尽くし、自分自身と台湾人に降りかかった重すぎる圧迫にど

こまでも抵抗することであった。 

 

謝が引用したレーニンの言葉の通り、謝は自分が奴隷であるとわかっても、

抵抗を諦めなかった。このような強靭な精神と動揺しない姿勢は、謝は疑いが

なく革命家として生きていたことの何よりの証拠である。そしてこうした抵抗

の姿勢の中で、謝は抵抗すべき対象と抵抗する方法を確認した。それは、台湾

人の真の自由を手に入れるために、「中国正統概念」を排除しなければならな

い、ということであった。 

 

言い換えれば、謝の台湾アイデンティティーは抵抗の精神から生まれた。

抵抗の精神、姿勢さえ存在すれば、謝の台湾アイデンティティーは存在する。

故に、革命者としての謝は台湾アイデンティティーから離れることができない。

また、謝の主張と立場は台湾人と緊密的に結びついている。 

 

謝の特殊性は、蔡培火と蘇新との比較でさらに強調された。 

 

蔡と蘇の晩年の行動は、まさに第二章第二節で引用した臬紹の「自治與正
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統」で批判した通り、「中国の正統観念は国民党政権が崩壊したからといって、

ただちに消滅するものではないからである。たとえ国民党政権が打倒されても、

またいわゆる連合政府が成立したとしても、その時にはやはり『中国が台湾を

統治する』という正統観念が従来同様に踏襲され（略）その結果、台湾では単

に省主席の顔ふれが変わって新旧交代しただけにすぎないことになる。」128と

うことになる。 

 

彼らは 初に被植民者として不平を感じ、そして社会運動に身を投げ出し

たが、彼らは 後に中国国民党、中国共産党などの強権に妥協し、自分自身の

初心を裏切り、自分の初心が一番嫌っていた強権の共犯者となった。そして国

民党と中共の立場から見れば、知識人として強権に妥協した蔡と蘇は利用価値

があるが、妥協しなかった謝には利用価値はなかった。だから中共は簡単に謝

を捨てた。 

 

蔡と蘇と比べれば、謝が本当の革命者であることは明白である。謝は女性

問題において、「女性は革命を参加すべき」だと主張している。本名もペンネ

ームも、台共や台盟の代表としての宣言以外に、謝が自ら文章を発表すること

は極めて少ないが、その中に三つも「女性は革命に参加すべき」だと強調して

いる。 

 

謝が起草した 1928 年の台湾農民組合婦女部の提綱ではこう書いていた。 

                                                       
128  臬紹「自治與正統」、『新臺灣叢刊第四輯 自治與正統』、香港：新台灣出版社、1948 年 1

月 1日、P22-23。訳文：陳芳明著、森幹夫訳『謝雪紅・野の花は枯れず』、東京：社会評論社、

1998 年、P320-322。 
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臺灣婦女は已に覚醒し来れり。故に臺灣婦女は自らを解放するが為に無

産階級運動に参加し、その指導下に團結せざるべからず。換言すれば婦

女運動は即ち無産階級運動の一部隊たるべし。（略）我等の臺灣の婦女

姉妹よ！我等が一切の敵人に向つて進攻せんとすれば、須らく我等無産

農工婦女は起つて整然たる綱領と政策とを以て組織を持つべし。斯くて

始めて我等婦女を重壓しつつある傳統的悪制度と我等を欺瞞せる階級

に対し勇敢に闘争するを得ん129。 

 

また、1930 年 7 月 26 日、『台湾新民報』第 323 號で、謝雪紅の「組織の力

で自由を奪還する 幾何か良い生活が出来る」を掲載した。政治参与、労働、

工資、教育などの不平等に対して、謝は述べた。 

 

斯様な事情は台湾婦女解放運動の根本原因であるが、この耐へ切れない

原因と各国婦女解放運動に促進され刺激され、一斎立つて運動開始の機

運に遭遇しなければたらぬ。一旦大聲疾呼すれば、台湾に風雲を捲き起

さざるを得ない。十年後になれば組織的になり、有機的になり少とも運

動の結果多少合理的生活を享受し得る。即ち政治的、経済的、社会的の

自由の要求が一部奪還されるものと見て差支へないと思ふ130。 

 

そして謝がペンネーム「斐英」で発表した「一個台灣婦女的申訴」でもこ

                                                       
129  台湾総督府警務局編、吳密察解題『台湾総督府警察沿革誌』、台北市：南天、1933-1942 年、

P1074。 
130  謝雪紅談「組織の力で自由を奪還する 幾何か良い生活が出来る」、台北：『台湾新民報』

第 323 號、1930 年 7 月 26 日。 
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うした段落がある。 

 

婦女為了自身的解放，必須自身起來爭取，更加須要參加全人民的爭取中

國的獨立、和平、民主的新的革命，直到這革命達到勝利以後，婦女們才

會得到真實的解放131。（筆者役：婦女は自分自身の解放のため、自ら立

ち上がらなければならない。さらに、中国の独立、平和、民主の全人民

の新革命に参加しなければならない。この革命が勝利に辿り着いたら、

婦女たちは真の解放を手に入れる。） 

 

以上の引用文が示した通り、謝は終始革命者として生きていて、また、こ

のように台湾の女性は革命に参加するべきだと説得しようとしていた。 

 

理論を操る知識人と比べれば、謝の言葉は率直で素朴なものであった。し

かし、だからこそ、謝は初心を守り切ることがきた。 

 

謝こそが本当の革命者であり、その抵抗し続けてきた「諦めることを知ら

ない精神」は今の臺灣にこそ必要とされている。脱植民化がまだ完成していな

い今、私たちは謝の精神を身につけなければならない。 

 

 

  

                                                       
131 斐英「一個台灣婦女的申訴」、『新臺灣叢刊第二輯 勝利割台灣』、香港：新台灣出版社、1947

年 11 月 1 日、P29。 
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年表 

1901 年 10 月 17 日 謝阿女（後に謝雪紅に改名）が生まれた。 

1917 年 張樹敏と結婚 

1923 年 4-5 月 林木順と知り合う。 

1925 年 5 月 五・三〇事件が爆発。 

1925 年 6 月 謝が上海大学に入学。 

1925 年 9 月 モスクワへ向かう。1925 年の冬に東方勤労者共産大学

に入学。 

1927 年 11 月 謝と林が上海へ戻る。 

1928 年 4 月 15 日 日本共産党台湾民族支部（台湾共産党）建党大会。 

1928 年 4 月 25 日 上海読書会事件。 

1928 年 8 月 29 日 謝が農民組合の中央委員会に参加し、青年部、婦女部、

救済部の三つの提綱が可決された。 

1929 年 2 月 5 日 謝と楊克煌の国際書店が正式的に開業する。 

1930 年 10 月 松山会議。謝と上大派が争いに。 

1931 年 1 月 12 日 改革同盟が成立。 

1931 年 6 月 26 日 謝、楊が日本警察に逮捕された。 

1939 年 4 月 7 日 謝が出獄。 

1945 年 8 月 14 日 玉音放送。 

1947 年 2 月 27 日 二二八事件が爆発。 

1947 年 6 月 謝が香港に到着。 

1947 年 9 月 25 日 『新台灣叢刊 第一輯』が刊行。 
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1948 年 5 月 1 日 中共が五一宣言を発表。 

1948 年 7 月 12 日 台灣民主自治同盟が正式に成立する。主席は謝雪紅，

理事は楊克煌、蘇新。 

1957 年年末 反右運動。謝は激しい批判闘争を受けていた。 

1958 年 1 月 謝は台盟主席の職務から解任され、中共党員の党籍も

剥奪された。 

1966 年 8 月 8 日 文化大革命開始。 

1966 年 10 月 謝と楊が紅衛兵に住所から追い出された。 

1970 年 11 月 5 日 謝が亡くなる。 

1978 年 8 月 29 日 楊克煌が亡くなる。 
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